
は
じ
め
に

新
し
い
政
治
体
制
の
成
立
を
評
価
す
る
た
め
に
は
、
政
治
主
体
の
交
替
や
政
治
運

営
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
制
度
的
・
人
的
基
盤
と
、
以
前
と
は
異

な
る
体
制
の
論
理
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
北
条
泰
時
政
権
期
は
鎌
倉
幕

府
政
治
史
に
お
い
て
大
き
な
画
期
で
、
執
権
政
治
の
成
立
は
泰
時
政
権
期
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る

(

�)

。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
執
権
政
治
の
制
度
的
・
人
的
基
盤
で

あ
る
評
定
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
支
配
原
理
で
あ
る
御
成
敗
式
目
も
制
定
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
即
ち
、
泰
時
政
権
を
支
え
て
い
た
北
条
政
子
の
死
を
機
に
、
泰
時
は
新

し
い
鎌
倉
幕
府
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
創
り
上
げ

(

�)

、
将
軍
家
と
の
姻
戚
関
係
を
背
景
に

し
た
北
条
時
政
・
義
時
の
権
力
掌
握
と
は
異
な
る
独
自
の
北
条
氏
政
権
を
築
き
、
北

条
氏
の
権
力
基
盤
を
私
的
な
も
の
か
ら
公
的
な
も
の
に
転
化
さ
せ
た
と
い
え
る

(

�)
。

こ
う
し
た
泰
時
体
制
を
受
け
継
い
だ
若
年
の
経
時
と
時
頼
は
、
反
得
宗
勢
力
に
悩

み
な
が
ら
も
、
統
治
権
の
核
心
的
な
部
分
と
い
え
る
訴
訟
制
度
の
改
革
を
中
心
に
様
々

な
改
革
に
乗
り
出
し
、
体
制
強
化
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
改
革
の
中
で
も
っ
と
も
注

目
す
べ
き
も
の
が
引
付
の
設
置
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
引
付
が
評
定
に
次
ぐ
中

枢
機
関
で
あ
り
、
引
付
衆
は
評
定
衆
の
予
備
軍
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
泰

時
体
制
の
あ
り
方
が
評
定
を
通
じ
て
分
か
る
よ
う
に
、
引
付
も
泰
時
以
後
の
執
権
政

治
の
あ
り
方
や
推
移
を
窺
う
キ
ー
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
引
付

を
手
掛
か
り
と
し
て
、
執
権
政
治
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
引
付
に
つ
い
て
簡
略
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
引
付
は
訴

訟
機
関
と
し
て
建
長
元
年

(

一
二
四
九)

に
設
置
さ
れ
た
。
引
付
は
幾
つ
か
の
引
付

方
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
一
つ
の
引
付
方
は
、
引
付
頭
人
以
下
評
定
衆
・
引
付
衆
・

引
付
奉
行
人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
設
置
直
後
の
引
付
は
三
方
か
ら
六
方
ま
で
し
ば

し
ば
改
編
さ
れ
た
が
、
文
永
六
年

(

一
二
六
九)

以
後
に
は
時
々
変
化
は
あ
る
も
の

の
大
体
五
方
を
維
持
し
て
い
た
。
引
付
頭
人
の
場
合
、
文
永
三
年

(

一
二
六
六)

以

前
に
は
、
北
条
氏
が
一
番
か
ら
三
番
ま
で
の
引
付
頭
人
を
ほ
ぼ
独
占
し
、
二
階
堂
・

安
達
氏
が
残
り
の
引
付
方
の
頭
人
に
補
任
さ
れ
た

(

�)

。
文
永
六
年
以
後
に
は
基
本
的
に

北
条
氏
が
一
番
か
ら
四
番
ま
で
を
、
安
達
・
宇
都
宮
・
長
井
・
摂
津
・
二
階
堂
・

太
田
氏
が
五
番
を
担
当
す
る
形
を
と
っ
て
い
た

(

�)

。
引
付
は
文
永
三
年
と
永
仁
元
年

(

一
二
九
三)

に
二
度
に
わ
た
っ
て
廃
止
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
復
活

(

文
永

六
年
・
永
仁
二
年)

さ
れ
て
鎌
倉
幕
府
末
期
ま
で
機
能
し
て
い
た
。

そ
の
業
務
内
容
は
訴
訟
文
書
の
審
理
や
訴
論
人
の
召
喚
・
対
決
、
訴
訟
記
録
の
作

成
な
ど
、
基
本
的
に
政
所
や
問
注
所
と
同
じ
で
、
引
付
の
存
在
意
義
は
御
家
人
訴
訟

を
管
轄
し
て
い
た
点
に
あ
っ
た
。
即
ち
、
引
付
は
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
た
御
家
人

間
訴
訟
及
び
地
頭
御
家
人
を
相
手
ど
っ
た
本
所
領
家
の
訴
訟
の
審
理
を
目
的
と
し
て

成
立
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
引
付
は
そ
の
後
、
御
家
人
訴
訟
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な

所
領
関
係
の
訴
訟
管
轄
機
関
と
化
し
、
さ
ら
に
所
領
訴
訟
の
中
で
も
売
買
・
質
入
な
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ど
の
単
な
る
財
産
権
移
転
の
事
実
に
関
す
る
訴
訟
は
、
引
付
の
手
を
離
れ
て
問
注
所

管
轄
に
移
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
引
付
の
管
轄
内
容
は
御
家
人
の
所
務
相
論
に
局
限
さ

れ
、
所
務
沙
汰
機
関
と
し
て
展
開
し
て
い
く

(

�)

。

以
上
で
、
引
付
制
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
簡
略
に
整
理
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
鎌
倉

後
期
の
追
加
法
を
見
る
と
、
引
付
は
訴
訟
機
関
に
止
ま
ら
ず
、
訴
訟
以
外
の
分
野
ま

で
に
も
そ
の
機
能
が
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
寄
合
・
評
定
と
と
も
に
幕
政
運
営
の
基
軸

と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
引
付
の
あ
り
方
は
果
た
し
て
鎌

倉
後
期
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
引
付
の
設
置
時
、
す
で
に
こ
う
し
た
引
付

の
機
能
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

鎌
倉
後
期
の
追
加
法
を
手
掛
か
り
と
し
て
そ
れ
以
前
に
遡
っ
て
引
付
の
機
能
拡
大
の

痕
跡
を
探
し
出
し
、
そ
の
政
治
的
意
義
と
執
権
政
治
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
た
い
。

一
章

設
置
直
後
の
引
付
制
の
状
況
と
特
徴

経
時
の
執
権
職
就
任
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ

の
過
程
を
簡
略
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
仁
治
三
年

(

一
二
四
二)

五
月
一
三
日
、
泰

時
重
病
の
急
報
が
京
都
に
伝
え
ら
れ
、
六
波
羅
探
題
重
時
・
時
盛
が
急
い
で
鎌
倉
に

下
向
し
た

(

�)

。
一
方
、
京
都
で
は
、
鎌
倉
で
合
戦
の
企
み
が
あ
っ
た
が
す
で
に
発
覚
し

た
と
い
う
風
聞
が
流
れ
た

(

	)

。
そ
し
て
、
将
軍
の
御
所
を
宇
都
宮
泰
綱
の
勢
力
が
包
囲

し

(


)

、
さ
ら
に
諸
国
の
関
所
も
封
鎖
さ
れ
た

(

�)

。
そ
こ
で
、
鎌
倉
の
動
揺
は
あ
る
程
度
収

ま
り
、
六
月
一
五
日
泰
時
が
亡
く
な
っ
て
経
時
が
そ
の
跡
を
継
い
だ

(

�)

。
鎌
倉
に
下
向

し
て
い
た
重
時
が
七
月
一
〇
日
に
入
洛
し
て
い
る
の
で

(

)

、
六
月
下
旬
に
は
鎌
倉
が
安

定
を
回
復
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
執
権
に
就
任
し
た
経
時
は
、
積
極
的
に
訴
訟
制

度
の
改
革
に
乗
り
出
し
、
翌
年
に

｢

訴
論
沙
汰
日
結
番
の
制
度｣

を
実
施
し
た
。
こ

れ
は
引
付
制
度
の
先
駆
け
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
制
度

(

�)

で
、
諸
人
の
訴
論
成
敗
に

懈
緩
を
な
く
す
た
め
に
、
一
三
人
の
評
定
衆
を
三
番
に
分
け
て
各
番
を
毎
月
五
日
ず

つ
出
仕
さ
せ
た

(

�)

。

佐
藤
進
一
氏
は
、
人
心
を
安
定
さ
せ
て
体
制
の
安
定
を
得
る
た
め
に
、
裁
判
の
迅

速
・
正
確
を
目
指
し
た
改
革
で
、
引
付
設
置
の
理
由
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
、

こ
の
制
度
の
意
義
を
評
価
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
、
経
時
の
訴
訟
制

度
改
革
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
体
制
強
化
と
安
定
の
た
め
の
努
力
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
れ

は
、
経
時
が

｢

訴
論
沙
汰
日
結
番
の
制
度｣

以
外
に
も
、
裁
判
の
迅
速
化
と
公
平
さ

の
た
め
に
様
々
な
措
置
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る

(

�)

。
な
お
、
経
時
は
祖
父

泰
時
の
制
度
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
新
た
な
幕
府
権
力
の
行
使
者
で

あ
る
こ
と
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
し
て
、
経
時
の
跡
を

継
い
だ
時
頼
は
、
経
時
の
訴
訟
制
度
改
革
を
継
承
し
発
展
さ
せ
て
引
付
を
新
設
す
る

の
で
あ
る
。

寛
元
四
年

(

一
二
四
六)

三
月
二
三
日
、
若
年
の
時
頼
が
経
時
の
譲
り
に
よ
っ
て

執
権
の
地
位
に
つ
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
前
将
軍
頼
経
を
中
心
と
す
る
反
得
宗
家

勢
力
と
の
対
決
を
も
予
告
す
る
も
の
で
、
両
勢
力
の
対
立
は
表
面
化
し
て
宮
騒
動
・

宝
治
合
戦
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
前
将
軍
頼
経
は
帰
洛
さ
せ
ら
れ

(

�)

、
ま
た
、
根
強

く
存
在
し
て
い
た
反
得
宗
家
勢
力
が
排
除
さ
れ
て
時
頼
政
権
は
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
時
頼
は
こ
う
し
た
政
治
的
安
定
を
基
盤
と
し
て
建
長
元
年

(

一
二
四
九)

引
付

を
新
設
し
た
の
で
あ
る
。

『

吾
妻
鏡』

に
は
建
長
元
年
条
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
引
付
の
設
置
に
関
す
る
情

報
は

『

関
東
評
定
衆
伝』

・『

鎌
倉
年
代
記』

・『

武
家
年
代
記』

な
ど
に
頼
る
し
か
な

い
。
し
か
し
、『

武
家
年
代
記』

に
は

｢

十
月
十
三
日
、
引
付
始
レ
之｣

と
記
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
あ
り
、『

鎌
倉
年
代
記』

に
は
引
付
頭
人
の
交
名
が
記
さ
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
方
で
は
な
く
五
方
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
交
名
も
北

条
政
村

(

一
番)
・
大
仏
朝
直

(

二
番)

・
名
越
時
章

(

三
番)

・
二
階
堂
行
方

(

四

番)

・
二
階
堂
行
泰

(
五
番)

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
建
長
五
年

(

一
二
五
三)

以

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)21
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後
の
記
事
が
錯
綜
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、『

関
東
評
定
衆
伝』

か
ら
は
、
そ
の
構
成
員
及
び
設
置
理
由
な
ど
、
よ
り

豊
富
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
引
付
は
三
方
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
引
付
頭

人
と
し
て
北
条
政
村

(

一
番)

・
大
仏
朝
直

(

二
番)

・
北
条
資
時

(

三
番)

の
三
人

が
一
二
月
九
日
に
補
任
さ
れ
、
引
付
衆
と
し
て
は
二
階
堂
行
方
・
二
階
堂
行
泰
・
二

階
堂
行
綱
・
大
曾
�
長
泰
・
武
藤
景
頼
の
五
人
が
補
任
さ
れ
た
。
そ
の
設
置
理
由
は

｢

諸
人
訴
訟
不
二
事
行
一
故
也｣
と
あ
り
、
訴
訟
の
迅
速
な
処
理
が
目
的
で
、
一
二
月

一
三
日
に
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
年
四
月
二
日
に
は
引
付
衆
の
所
務
規
定
が
定
め

ら
れ
た

(

�)

。
な
お
、
引
付
衆
が
政
所
執
事
・
問
注
所
執
事
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
や

(

表
１
参
照)

、
政
所
・
問
注
所
で
対
処
で
き
な
い

｢

難
治
事｣

を
引
付
が
担
当
し
て

い
た
こ
と

(

�)

か
ら
、
引
付
が
政
所
・
問
注
所
よ
り
上
位
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

佐
藤
進
一
氏
は
、
一
連
の
政
変
に
よ
っ
て
動
揺
す
る
御
家
人
を
安
定
さ
せ
て
心
服

を
得
る
た
め
に
、
裁
判
の
迅
速
・
正
確
を
目
指
し
て
引
付
を
新
設
し
た
と
説
明
し
て

い
る

(

�)

。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
既
存
制
度
の
改
革
で
は
な
く
新
た
な
機
構

を
設
置
し
た
こ
と
の
意
味
に
も
っ
と
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

時
頼
・
長
時
執
権
期
に
は
合
計
二
四
人
が
引
付
衆
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
一
二
人
が
評
定
衆
に
昇
任
し
て
い
る

(

表
１
参
照)

。
宮
騒
動
に
よ
る
評
定
衆
解

任
か
ら
一
応
引
付
衆
と
し
て
政
治
的
復
権
を
果
た
し
た
も
の
の
、
結
局
子
孫
が
六
波

羅
に
追
放
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
後
藤
基
綱
・
町
野
康
持
の
場
合
や
、
評
定
衆
へ
の
昇

任
の
可
能
性
が
高
か
っ
た
が
引
付
衆
補
任
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
に
没
し
た
二
階
堂
行

頼
、
ま
た
、
引
付
衆
補
任
か
ら
四
年
後
病
気
の
た
め
出
仕
し
な
く
な
っ
た
二
階
堂
行

氏
の
場
合
な
ど
を
除
け
ば
、
引
付
衆
の
評
定
衆
へ
の
昇
任
比
率
は
も
っ
と
高
く
な
る

だ
ろ
う
。
即
ち
、
時
頼
は
泰
時
以
来
の
執
権
の
制
度
的
・
人
的
基
盤
の
外
延
を
広
げ
、

｢

引
付
↓
評
定｣

か
ら
な
る
執
権
の
新
た
な
権
力
基
盤
を
完
成
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
引
付
は
設
置
以
後
す
ぐ
安
定
的
に
機
能
し
た
と
は
言
い
難
い
。
設
置

直
後
、
引
付
の
番
数
が
頻
繁
に
改
編
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
番
数
の
改
編
を
整

理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。(

主
に

『

吾
妻
鏡』

に
拠
る)

①
三
方：

建
長
元
年

(

一
二
四
九)

か
ら
建
長
二
年
ま
で
。
建
長
二
年
四
月
二
日

条
に
も
三
方
と
明
記
。

②
五
方：

建
長
三
年
六
月
五
日
ま
で
。
建
長
三
年
六
月
五
日
条
で
、
五
方
を
六
方

に
改
編
。

③
六
方：

建
長
三
年
六
月
二
〇
日
ま
で
。
こ
の
引
付
結
番
で
特
徴
的
な
点
は
、
三

番
引
付
が
評
定
衆
と
奉
行
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

建
長
三
年
六
月
二
〇
日
条
で
、
六
方
を
三
方
に
改
編
。

④
三
方：

建
長
四
年
四
月
三
〇
日
ま
で
。
建
長
四
年
四
月
三
〇
日
条
で
、
三
方
を

五
方
に
改
編
。

⑤
五
方：

弘
長
二
年

(

一
二
六
二)

六
月
二
九
日
ま
で
。『

関
東
評
定
衆
伝』

弘

長
二
年
条
に

｢

引
付
止
二
五
方
一
為
二
三
方
一｣

と
見
え
る
。

⑥
三
方：

文
永
三
年

(

一
二
六
六)

三
月
六
日
ま
で
。『

関
東
評
定
衆
伝』

文
永

三
年
条
に

｢

三
月
六
日
、
止
二
三
方
引
付
一｣

と
見
え
る
。

⑦
引
付
廃
止：

文
永
三
年
三
月
六
日
。

⑧
引
付
復
活：

五
方
。
文
永
六
年
四
月
二
七
日
。『

関
東
評
定
衆
伝』

文
永
六
年

条
に

｢

四
月
廿
七
日
、
止
二
問
注
所
沙
汰
一
、
被
レ
始
二
五
方
引
付
一｣

と
見
え
る
。
以
後
五
方
を
維
持
。

⑨
弘
安
八
年

(

一
二
八
五)

以
後：

時
々
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
大
体
五
方
を

維
持

(

�)

。

以
上
が
、
引
付
の
番
数
の
改
編
状
況
で
あ
る
。
設
置
直
後
に
は
、
番
数
が
頻
繁
に

改
編
さ
れ
た
の
で
、
当
然
各
々
の
引
付
方
の
構
成
員
も
頻
繁
に
変
わ
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
建
長
四
年

(

一
二
五
二)

四
月
三
〇
日
以
後
に
は
、
五
方
に
固
定
さ
れ
る

に
つ
れ
て
各
々
の
引
付
方
の
構
成
員
も
固
定
し
て
い
く
傾
向
を
見
せ
て
い
る

(

�)

。
で
は
、

こ
の
傾
向
が
引
付
方
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉
後

期
の
史
料
を
通
じ
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
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( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)23

表１ 時頼・長時執権期の引付衆

引付衆補任 評定衆補任 備 考

時

頼

執

権

期

二階堂行方 建長１(44) 正元１(54) 建長５年､ 四番引付頭人｡

二階堂行泰 建長１(39) 正元１(49) 建長５年､ 政所執事・五番引付頭人｡

二階堂行綱 建長１(34) 文永１(49) 文永６年､ 政所執事｡

大曾�長泰 建長１(39) 子孫である長経・義泰・宗長も引付衆止まり｡ 引付衆の家
系｡

武藤景頼 建長１(45) 正元１(55)

金沢実時 建長４(29) 建長５(30) 康元１年､ 三番引付頭人｡

後藤基綱 建長４(72) 宮騒動による評定衆解任からの復権｡ 子基政は引付衆・六
波羅評定衆､ 孫基頼は引付衆・六波羅引付頭人・六波羅評
定衆､ 他の子孫も六波羅評定衆｡ 六波羅への追放か｡

町野康持 建長４(47) 宮騒動による問注所執事・評定衆解任からの復権｡ 子政康・
宗康は引付衆・六波羅評定衆､ 孫貞康・信宗は六波羅評定
衆｡ 六波羅への追放か｡

清原教隆 建長４(54)

安達泰盛 建長５(23) 康元１(26) 康元１年､ 五番引付頭人｡ 文永１年､ 三番引付頭人｡

安達頼景 建長５(25) 弘長３年６月､ 在京のために上洛 (引付衆辞任)｡

狩野為佐 建長５(73) 宮騒動による評定衆解任からの復権｡ 子為成は六波羅引付
衆・六波羅評定衆｡ 六波羅への追放か｡

那波政茂 建長６ 生年未詳｡

中原師連 建長６(35) 文永１(45)

長井時秀 建長６ 文永２ 生年未詳｡

名越教時 康元１(22) 文永２(31)

太田康宗 康元１(45) 正嘉２(47) 康元１年４月､ 引付衆､ 同９月､ 問注所執事｡

長

時

執

権

期

後藤基政 正嘉１(44) 弘長３年６月､ 在京のために上洛 (引付衆辞任)｡ 六波羅
評定衆｡

二階堂行忠 正嘉１(37) 文永１(44) 弘安６年､ 政所執事｡

伊賀光政 正元１(36) 建治１年12月､ 在京のために上洛 (引付衆辞任)｡ 六波羅
越訴頭人｡

小田時家 正元１(60) 文永１(65)

二階堂行氏 正元１(39) 弘長３年11月以後､ 所労のため出仕せず (引付衆辞任)｡

二階堂行頼 弘長２(33) 弘長２年12月､ 政所執事｡ 弘長３年11月､ 没｡

斎藤清時 弘長３ 生年未詳｡ 文永３年２月､ 没｡

計24人 計12人
吏僚系13人の中､ 評定衆補任者は７人｡
外様御家人系９人の中､ 評定衆補任者は３人｡

(1) ( ) の内は補任時の年齢｡

(2) 年齢及び経歴は 『関東評定衆伝』・『尊卑分脈』・『鎌倉年代記』・『武家年代記』 などに拠る｡
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依
レ

召
参
二

山
内
殿
一

之
処
、
以
二

平
金
吾
一

被
レ

召
二

御
前
一

、
任
レ

仰
以
二

安

冨
民
部
三
郎
入
道
、
嶋
田
七
郎
、
斎
藤
七
郎
兵
衛
尉
、
長
田
新
左
衛
門
衛
、

已
上
政
所

公
人
、

冨
来
十
郎
、
元
合
奉
行
、

今
執
筆
、

飽
田
三
郎
左
衛
門
入
道
一
注
二-

入
引
付
衆
一
了
、

次
武
州
一
番
頭
、
前
武
州
二
番
頭
領
状
等
言
上
之
処
、
仰
云
、
武
州
者
元
三

番
頭
也
、
相
二-
率
三
番
衆
一

可
レ

転
二

一
番
一

也
、
越
州
者
元
一
番
也
、
其
衆

相
共
可
レ
遷
二
三
番
一
、
可
レ
相
二-

触
其
旨
一
云
々
、

こ
れ
は

『

建
治
三
年
記』
九
月
四
日
条
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
前
の
八
月
二
九
日

に
、
引
付
頭
人
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
て

｢

武
州

(

北
条
宗
政)｣

が
一
番
頭
人
、

｢

前
武
州

(

大
仏
宣
時)｣

が
二
番
頭
人
、｢

越
州

(

普
音
寺
業
時)｣

が
三
番
頭
人
と

な
っ
た
。
こ
の
人
事
に
つ
い
て
、
宗
政
と
宣
時
が
時
宗
に
承
っ
た
旨
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
宗
政
が
も
と
も
と
三
番
頭
人
だ
っ
た
の
で
三
番
衆
を
一
番
衆
に
し
、
ま
た
、
業

時
が
一
番
頭
人
だ
っ
た
の
で
一
番
衆
を
三
番
衆
に
す
る
よ
う
に
、
時
宗
が
命
じ
て
い

る
。
即
ち
、
引
付
の
番
数
及
び
そ
の
構
成
員
が
だ
ん
だ
ん
固
定
さ
れ
、
引
付
制
が
安

定
す
る
に
つ
れ
て
頭
人
以
下
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
の
結
び
つ
き
が
強
ま
り

(

�)

、

鎌
倉
後
期
に
は
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
固
定
化
す
る
傾
向
が
表
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
引
付
は
設
置
直
後
頻
繁
に
番
数
が
改
編
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
、

引
付
制
の
運
営
の
側
面
で
、
試
行
錯
誤
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
単
な

る
試
行
錯
誤
と
見
る
に
は
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
改
編
さ
れ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、

そ
の
背
景
に
は
別
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
建
長
三
年

(

一
二
五
一)

の
謀
反
事
件

で
あ
る
。
建
長
三
年
一
二
月
謀
反
の
噂
が
流
れ
て
警
戒
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
陰
謀
が

発
覚
し
、
了
行
法
師
・
矢
作
左
衛
門
尉
・
長
次
郎
左
衛
門
尉
久
連
ら
が
逮
捕
さ
れ
て

誅
殺
・
配
流
の
処
罰
を
受
け
た

(

�)

。
と
こ
ろ
が
、
了
行
法
師
は
三
浦
一
族

(

�)

、
矢
作
は
千

葉
一
族
で
、
そ
の
背
後
に
は
九
条
道
家
・
前
将
軍
頼
経
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る

(

�)

。
即
ち
、
九
条
道
家
・
頼
経
と
の
繋
が
り
を
持
つ
宮
騒
動
・
宝
治
合
戦

の
残
党
が
企
ん
だ
謀
反
で
あ
る
。

翌
年
、
時
頼
は
こ
の
謀
反
事
件
を
機
に
将
軍
頼
嗣
を
廃
し
、
後
嵯
峨
上
皇
の
皇
子

宗
尊
親
王
を
新
し
い
将
軍
と
し
て
迎
え
、
四
月
一
日
に
宗
尊
親
王
が
鎌
倉
に
着
い
た

(

�)

。

と
こ
ろ
が
、
上
述
し
た
と
お
り
に
、
引
付
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
四
月
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。
新
し
い
将
軍
の
登
場
と
時
を
同
じ
く
し
て
引
付
が
安
定
し
た
の

が
、
果
た
し
て
単
な
る
偶
然
の
一
致
で
あ
ろ
う
か
。

時
頼
は
段
階
的
に
反
得
宗
家
勢
力
を
排
除
し
て
評
定
衆
を
再
編
し
、
引
付
を
新
設

し
た
。
引
付
頭
人
を
北
条
氏
一
門
に
独
占
さ
せ
、
二
階
堂
行
方
・
二
階
堂
行
泰
・

二
階
堂
行
綱
・
大
曾
�
長
泰
・
武
藤
景
頼
を
引
付
衆
に
補
任
し
た
。
引
付
衆
の
政
治

的
立
場
を
み
る
と
、
ま
ず
、
二
階
堂
氏
は
北
条
氏
に
次
い
で
多
く
の
人
々
を
幕
府
の

要
職
に
進
出
さ
せ
、
い
つ
も
幕
政
の
中
心
に
い
な
が
ら
得
宗
家
を
支
え
た
一
族
で
あ

る
。
大
曾
�
氏
は
安
達
一
族
で
、
長
泰
以
降
引
付
衆
を
世
襲
し
た
引
付
衆
の
家
系
で

あ
る
。
そ
し
て
、
武
藤
氏
の
場
合
は
、
景
頼
が
評
定
衆
に
昇
任
し
、
子
景
泰
が
引
付

衆
を
世
襲
し
て
い
る
。
即
ち
、
引
付
衆
は
時
頼
の
側
近
で
構
成
さ
れ
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
北
条
氏
一
門
と
側
近
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若

年
の
時
頼
に
は
前
将
軍
勢
力
に
対
す
る
一
抹
の
不
安
が
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
時
頼
は
設
置
し
た
ば
か
り
の
引
付
を
頻
繁
に
改
編
し
て
、
引
付
構
成
員
の
結

び
つ
き

(

評
定
衆
同
士
、
ま
た
は
、
評
定
衆
と
引
付
衆)

を
防
ご
う
と
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
前
将
軍
頼
経
と
繋
が
っ
て
い
た
反
得
宗
家
勢
力
の
残
党

を
駆
逐
し
、
将
軍
を
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
頼
の
権
力
構
造
が
完
成
し
た
段

階
に
入
っ
て
か
ら
は
、
引
付
も
安
定
化
し
て
本
格
的
に
働
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は

引
付
衆
の
増
加
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
建
長
三
年

(

一
二
五
一)

ま
で
五
人
に
す
ぎ

な
か
っ
た
引
付
衆
が
同
六
年
に
は
三
倍
の
一
四
人
ま
で
増
え
て
い
る

(

�)

。
一
方
、
評
定

衆
の
人
数
は
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
引
付
衆
が
急
激
に
増
え
た
に
も
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
頼
執
権
期
に
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は
北
条
氏
一
門
の
引
付
衆
補
任
者
が
金
沢
実
時
・
名
越
教
時
の
二
人
し
か
い
な
い
。

な
お
、
二
階
堂
行
方
・
二
階
堂
行
泰
の
よ
う
に
引
付
衆
の
引
付
頭
人
が
存
在
し
て
い

た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
、
時
頼
が
引
付
の
機
能
的
側
面
も
重
視
し
、
家
柄

や
位
階
よ
り
も
引
付
衆
と
し
て
の
実
務
処
理
能
力
を
高
く
評
価
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
北
条
氏
一
門
だ
け
で
は
な
く
側
近
を
幕
府
組
織
に
編
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
支
持
勢
力
の
外
延
を
広
げ
て
政
権
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
目
的
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。

以
上
で
、
設
置
直
後
の
引
付
制
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
を

簡
略
に
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
体
制
強
化
と
安
定
の
た
め
の
経
時
の
訴

訟
制
度
改
革
が
、
時
頼
に
継
承
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら
れ
て
引
付
と
い
う
新
し
い
制
度

の
成
立
に
至
っ
た
。
反
得
宗
家
勢
力
の
駆
逐
と
将
軍
の
交
替
に
よ
る
政
治
的
安
定
を

背
景
に
、
時
頼
は
自
分
を
中
心
に
再
編
さ
れ
た
評
定
衆
と
、
北
条
氏
一
門
と
側
近
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
引
付
を
重
層
的
に
組
織
し
、
自
分
の
支
配
下
に
置
い
た
。
こ
れ

こ
そ
が
完
成
さ
れ
た
時
頼
の
権
力
構
造
で
あ
る

(

	)

。

と
こ
ろ
が
、
引
付
は
頭
人
以
下
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム
を

構
成
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
引
付
の
組
織
構
成
は
一
般
政
務
機
関
と
し
て
も
非
常
に

適
し
た
も
の
で
、
訴
訟
以
外
の
分
野
で
有
効
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
特
に
、
多
く
の
引
付
衆
が
評
定
衆
に
昇
任
し
て
い
た
こ
と
や
引
付
衆
の
増
加
と

評
定
衆
の
減
少
を
考
慮
す
れ
ば
、
評
定
の
機
能
を
分
担
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
評
定
の
機
能
の
分
担
に
は
引
付
衆
が
評
定
衆
の
職
務
を

習
う
た
め
の
訓
練
の
側
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
に
は
追

加
法
を
手
掛
か
り
と
し
て
引
付
の
訴
訟
以
外
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

二
章

追
加
法
か
ら
見
た
引
付
の
訴
訟
外
機
能

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
引
付
は
一
般
政
務
機
関
と
し
て
も
効
率
性
の
高
い
組
織

構
成
で
あ
っ
た
。
な
お
、
引
付
衆
の
引
付
頭
人
の
存
在
か
ら
も
機
能
的
な
側
面
が
重

視
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
例
え
ば
、
二
階
堂
行
方
は
引
付
衆
と
し
て
建
長
五
年

(

一
二
五
三)

よ
り
正
元
元
年

(

一
二
五
九)

ま
で
四
番
引
付
頭
人
を
務
め
て
お
り
、

二
階
堂
行
泰
は
建
長
五
年
よ
り
康
元
元
年

(

一
二
五
六)

ま
で
五
番
引
付
頭
人
を
務

め
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
二
人
は
自
分
よ
り
も
役
職
や
位
階
の
高
い
評
定
衆
を
指
揮

す
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
引
付
が
一
般
政
務
機
関
と
し
て
も
有
効
に
利
用
さ
れ
て

い
た
蓋
然
性
は
高
い
。
実
際
、
弘
安
年
間
の
追
加
法
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
事
例
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
引
付
に
関
す
る
研
究
の
出
発
点
が

｢

諸
人
訴
訟
不
二
事
行
一
故
也｣

と
い
う
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
然
引
付
の
訴
訟
以
外
の
機
能
は
今
ま
で
ほ
と

ん
ど
研
究
の
対
象
に
な
ら
ず
、
簡
単
に
言
及
さ
れ
て
き
た
だ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、

家
永
遵
嗣
氏
は
、
主
に
東
寺
を
素
材
と
し
て
、
南
北
朝
時
代
に
有
力
寺
社
の
訴
訟
を

そ
れ
ぞ
れ

｢

担
当
引
付
方｣

に
お
い
て
審
理
・
裁
決
す
る
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
し
、｢

担
当
引
付
方｣

制
度
か
ら

｢

別
奉
行｣

制
度
へ
の
移
行
の
可
能
性
を
提
起

し
た
上
で
、
鎌
倉
期
ま
で
遡
っ
て
追
加
法
五
四
六
条
に
見
え
る
専
任
の
引
付
方
の
存

在
が

｢

担
当
引
付
方｣

制
度
の
源
流
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る

(


)

。
ま
た
、
稲

葉
伸
道
氏
は
、
特
に
鎌
倉
将
軍
と
寺
社
と
の
関
係
に
注
目
し
て
、
幕
府
法
を
中
心
に

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
の
特
徴
を
検
討
す
る
過
程
で
、
追
加
法
五
七
〇
・
五
七
八
条

な
ど
か
ら
引
付
が
裁
判
以
外
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

(

�)

。

し
か
し
、
両
氏
は
引
付
の
訴
訟
以
外
の
機
能
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
の
み
で
あ

る
。
し
か
も
、
い
わ
ゆ
る

｢

弘
安
徳
政｣

以
後
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
前
の
こ

と
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
確
か
に
引
付
の
訴
訟
以
外
の
活
動
を
明
確
に
規

定
し
た
追
加
法
の
事
例
は
弘
安
年
間
に
見
え
、
そ
れ
以
前
の
事
例
を
追
加
法
か
ら
見

出
す
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
弘
安
年
間
の
追
加
法
か
ら
引
付
の
あ
り
方
を
確
認
し

て
、
訴
訟
以
外
の
機
能
と
し
て
判
断
で
き
る
基
準
を
見
出
し
た
い
。

ま
ず
、
寺
社
関
係
政
策
へ
の
引
付
の
関
与
が
目
に
つ
く
。
鎌
倉
幕
府
が
寺
社
に
対

し
て
手
厚
い
保
護
政
策
を
実
施
し
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
引
付
は
早
く

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)25
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も
そ
れ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
文
永
元
年

(

一
二
六
四)

の
追
加
法
四

二
一
条

(
鎌
倉
中
諸
堂
供
料
事)

で
、
鎌
倉
中
の
諸
堂
の
供
料
に
関
す
る
寺
務
と
雑

掌
の
不
法
に
つ
い
て
、
引
付
が
糾
明
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
社

の
不
法
・
訴
訟
以
外
の
問
題
も
引
付
に
任
さ
れ
、
追
加
法
五
七
三
条

(

寺
社
御
寄
進

所
領
事)

で
、
仏
事
・
神
事
の
興
行
と
将
軍
家
護
持
の
祈
祷
の
た
め
に
寄
進
さ
れ
た

将
軍
家
の
寄
進
所
領
の
管
理
を
引
付
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
傾
向
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
の
が
次
の
弘
安
徳
政
関
連
の
追
加
法
で

あ
る
。

�
一

近
国
諸
社
修
理
、
御
祈
祷
、
訴
訟
、
御
寄
進
所
領
等
、
於
二
引
付
一
可
二

申
沙
汰
一
事

弘
安
七

八

二

一
番

伊
豆

宇
都
宮

二
番

三
島
社

熱
田
六
所
宮

三
番

鶴
岡

鹿
島

香
取

四
番

諏
訪
上
下

五
番

日
光

筥
根

右
、
寺
社
奉
行
人
可
二
尋
下
一
有
二
子
細
一
者
、
守
二
此
旨
一
可
レ
賦
二
引
付
一
也
、

既
有
二
沙
汰
一
之
分
者
、
本
引
付
可
二
申
沙
汰
一
、

�
一

鎌
倉
中
諸
堂
修
理
并
寄
進
所
領
事

弘
安
七

十
一

廿
七

五
方
引
付
可
二
申
沙
汰
一
之
由
、
先
日
被
二
仰
下
一
之
処
、
無
沙
汰
云
々
、
修
理

事
者
、
頭
人
加
二

見
知
一

、
厳
密
可
二

注
申
一

、
小
破
所
々
、
為
二

別
当
之
沙

汰
一
可
二
修
理
一
之
由
、
可
二
相
触
一
、
所
領
事
、
急
速
可
二
申
沙
汰
一
、
次
法
花

堂
事
、
為
二

五
番
引
付
頭
人
奉
行
一

、
修
二

造
営
之
功
一

間
、
於
二

五
番
一

可
レ

有
二
沙
汰
一
、
次
新
釈
迦
堂
事
、
同
前
、
大
慈
寺
者
、
可
レ
為
二
三
番
引
付
一
、

史
料
�(

追
加
法
五
四
六
条)

は
、
各
々
の
引
付
方
が

｢

近
国
諸
社｣

を
分
け
て

管
轄
し
、
修
理
・
祈
祷
・
訴
訟
・
寄
進
所
領
な
ど
の
問
題
を
専
担
す
る
よ
う
に
定
め

て
い
る
。
そ
し
て
、
史
料
�(

追
加
法
五
七
〇
条)

は
、｢

鎌
倉
中
諸
堂｣

の
修
理

と
寄
進
所
領
は
五
方
引
付
の
管
轄
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
、
法
花
堂
・
新
釈
迦

堂
は
五
番
引
付
が
、
大
慈
寺
は
三
番
引
付
が
担
当
す
る
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

以
上
の
史
料
か
ら
、
各
々
の
引
付
方
が
寺
社
を
分
担
し
て
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
弘
安
七
年

(

一
二
八
四)

以
前
に
、
史
料
�
の
よ

う
に
、
各
々
の
引
付
方
が
寺
社
を
分
担
し
て
管
轄
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

た
だ
、
史
料
�
の

｢

既
有
二
沙
汰
一
之
分
者
、
本
引
付
可
二
申
沙
汰
一｣

と
い
う
文
言

を
考
慮
す
れ
ば
、
す
で
に
関
東
の
諸
社
の
修
理
・
祈
祷
・
訴
訟
・
寄
進
所
領
な
ど
の

問
題
が
引
付
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う

(

�)

。
ま
た
、
史
料
�
の

｢

五
方
引
付
可
二
申
沙
汰
一
之
由
、
先
日
被
二
仰
下
一
之
処
、
無
沙
汰
云
々
、｣

と
い
う

文
言
か
ら
は
、
す
で
に
五
方
引
付
が

｢

鎌
倉
中
諸
堂｣

の
修
理
と
寄
進
所
領
を
管
轄

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
弘
安
七
年
以
前
に
、
引
付
が
寺
社
の
修
理
・
祈

祷
・
寄
進
所
領
な
ど
訴
訟
以
外
の
問
題
を
処
理
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

な
お
、
各
々
の
引
付
方
が
寺
社
を
分
担
し
て
管
轄
し
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な

い
。次

に
、
評
定
・
寄
合
の
下
位
に
位
置
し
、
上
位
機
関
の
機
能
を
分
担
・
補
完
し
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
次
の
事
例
か
ら
そ
の
実
態
を
見
て
み
よ
う
。

�
一

鶴
岡
八
幡
宮
并
鎌
倉
中
諸
堂
供
僧
事

弘
安
八

四

八

於
二

引
付
一

勘
二

其
人
一

、
可
レ

申
二-

定
評
定
一

、
其
後
当
奉
行
可
レ

申
二

御
寄

合
一
、

�
一

名
主
職
事

条
々
、(

中
略)

此
事
書
、
昨
日
御
寄
合
、
令
二
読
申
一
候
畢
、
無
二
相
違
一
之
由
、
御
沙
汰
候
、

仍
進
レ
之
候
、
恐
々
謹
言
、

(

弘
安
七
年)

九
月
十
日

尚
時

判

明
石
民
部

(

行
宗)

大
夫
殿

史
料
�(

追
加
法
五
七
八
条)

は
、
鶴
岡
八
幡
宮
及
び
鎌
倉
中
諸
堂
の
供
僧
の
人

事
に
関
す
る
規
定
で
、
引
付
が
選
抜
し
て
評
定
で
決
定
さ
れ
た
後
、
担
当
奉
行
が
寄

合
に
報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

の
意
思

決
定
過
程

(

�)

と
、
引
付
の
担
当
奉
行
が
評
定
の
結
論
を
寄
合
に
報
告
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
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史
料
�(

追
加
法
五
六
二
条)

は
、
村
井
章
介
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
尚
時
が

寄
合
で
法
令
の
承
認
を
得
た
後
、
鎮
西
に
派
遣
さ
れ
る

｢

明
石
民
部
大
夫

(

行
宗)｣

に
伝
え
た
時
に
付
し
た
副
状
で
あ
る
。
村
井
氏
は
、
追
加
法
五
四
四
条
が
史
料
�
の

前
欠
部
分
で
あ
り
、｢

此
事
書｣

以
下
の
部
分
は
法
令
で
は
な
く
副
状
で
あ
る
の
で
、

両
条
は
五
四
四
条
の
日
付
で
あ
る
弘
安
七
年

(

一
二
八
四)

六
月
二
五
日
に
制
定
さ

れ
た
と
指
摘
し
て
い
る

(
�)
。
行
宗
に
法
令
を
伝
え
て
い
る
尚
時
に
つ
い
て

『

中
世
法
制

史
料
集

第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法』

(
	)

で
は
尚
持
の
誤
り
と
推
定
し
て
お
り
、
村
井
氏
も

引
付
奉
行
人
の

｢

雑
賀
太
郎｣

・｢
雑
賀
太
郎
尚
持｣

と
推
定
し
て
い
る

(


)

。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
点
も
、
引
付
奉
行
人
の
尚
持
が
評
定
で
制
定
さ
れ
た
法
令
を
寄
合
に
報
告

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
史
料
か
ら
も

｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

と
い

う
幕
府
組
織
の
重
層
的
な
構
造
が
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、
い
つ
も
こ
う
し
た
過
程
を
経
た
と
は
考
え
難
い
。
事
案
に
よ
っ
て
、
ま

た
は
、
場
合
に
よ
っ
て
そ
の
意
思
決
定
過
程
は
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、『

建
治
三
年
記』

一
二
月
二
五
日
条
で
は
、
山
門
事
に
つ
い
て
の
評
定
が
終
っ

た
後
、
別
途
に
寄
合
が
開
か
れ
て
同
一
九
日
の
寄
合
で
決
め
ら
れ
た
六
波
羅
探
題
の

人
事
変
更
と
後
続
人
事
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
六
波
羅
は
寄
合
が
独
自
的
に
担

当
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、
亀
山
上
皇
の
熊
野
三
社
参
詣
に
関
す
る
院
宣

は
評
定
で
評
議
さ
れ
て
お
り

(

四
月
二
〇
日
条)

、
後
宇
多
天
皇
の
賀
茂
神
社
・
石

清
水
八
幡
宮
参
詣
も
や
は
り
評
定
で
評
議
さ
れ
て
い
る

(

九
月
二
〇
日
条)

の
で
、

上
皇
・
天
皇
の
神
社
参
詣
は
評
定
の
担
当
事
案
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

七
海
雅
人
氏
に
よ
れ
ば
、
嘉
元
元
年

(

一
三
〇
三)

の
外
題
安
堵
の
採
用
は
、
ま
ず

寄
合
で
決
定
さ
れ
た
後
、
評
定
で
審
議
・
承
認
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

即
ち
、
鎌
倉
後
期
に
は
幕
府
の
中
枢
組
織
が

｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

と
い
う
形

で
重
層
的
に
整
備
さ
れ
た
が
、
効
率
的
な
幕
政
の
運
営
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
業

務
と
責
任
を
分
担
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
引
付
の
設

置
に
よ
り
組
織
的
分
業
体
系
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
引
付
設

置
後
、
評
定
衆
の
人
数
が
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
引
付
へ
の
権
限
委
譲
・
責
任
分

担
が
進
ん
で
い
っ
た
一
つ
の
証
拠
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
で
、
追
加
法
を
通
じ
て
引
付
の
訴
訟
以
外
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
れ
は
、
①
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
な
が
ら
、
②
幕
府
の

寺
社
関
係
の
政
策
に
関
与
し
、
③
上
位
機
関
の
機
能
を
分
担
し
て
い
た
、
と
簡
略
に

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
三
章
で
は
鎌
倉
後
期
の
追
加
法
か
ら
見
出
し

た
三
つ
の
基
準
を
手
掛
か
り
と
し
、
そ
れ
以
前
に
遡
っ
て
引
付
の
機
能
拡
大
の
可
能

性
を
検
討
し
た
い
。

た
だ
、
そ
の
前
に
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
引
付
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

こ
う
。
佐
藤
進
一
氏
は
、
文
永
・
弘
安
以
降
北
条
氏
一
門
の
増
加
と
一
門
出
身
年
少

者
の
就
任
に
よ
っ
て
、
引
付
制
が
機
能
低
下
し
た
と
説
明
し
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
村
井

章
介
氏
も
、
文
永
二
年

(

一
二
六
五)

六
月
の
人
事
異
動
を
検
討
し
、
若
年
化
及
び

北
条
氏
一
門
の
構
成
比
の
増
大
に
よ
り
、
引
付
衆
の
本
来
的
性
格
が
失
わ
れ
て
そ
の

機
能
が
低
下
し
た
と
指
摘
し
て
い
る

(

)

。
こ
の
よ
う
な
説
明
が
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
引

付
制
に
対
す
る
一
般
的
な
理
解
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
若
年
化
と
北
条
氏
一
門
の
増
加
が
組
織
の
弱
体
化
を
招
く
蓋
然
性
は
あ

る
も
の
の
、
こ
れ
を
も
っ
て

｢

幕
府
政
治
の
変
質
＝
得
宗
専
制
化
の
指
標｣

(

�)

と
し
て

組
織
の
機
能
低
下
や
有
名
無
実
化
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
。
勿
論
、
設
置
直
後
の
組
織
に
は
豊
か
な
経
験
と
と
も
に
実
務
能
力
を
備
え
た

年
長
の
人
物
が
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う

(

�)

。
し
か
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
、
組
織
の

運
営
が
体
系
化
し
て
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
若
年
化
が
必
ず
し
も
組
織
の

弱
体
化
を
招
く
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
、
役
職
が
一
つ
の
家
の
家
職
と
し
て
世
襲
化

し
つ
つ
あ
っ
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
若
年
の
人
物
と
い
え
ど
も
実
務
能
力
が
劣
る
と

は
限
ら
な
い
。

そ
の
一
例
と
し
て
、『

関
東
評
定
衆
伝』

よ
り
確
実
な
情
報
が
得
ら
れ
る
最
後
の

年
で
あ
る
弘
安
七
年(
一
二
八
四)

の
引
付
衆
在
職
者
を
見
て
み
よ
う(

表
２
参
照)

。

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)27
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ま
ず
、
吏
僚
の
場
合
、
時
頼
・
長
時
執
権
期
の
引
付
衆
補
任
者

(

表
１
参
照)

と
比

べ
る
と
若
年
化
し
て
い
る
も
の
の
、
二
階
堂
行
頼
を
除
く
全
員
が
引
付
衆
を
世
襲
し

て
い
る
の
で

(

�)

、
必
ず
し
も
実
務
能
力
が
劣
っ
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。
な
お
、
外
様

御
家
人
系
の
場
合
も
、
補
任
時
の
年
齢
は
分
か
ら
な
い
が
、
全
員
引
付
衆
世
襲
者
で

あ
り
、
特
に
、
大
曾
�
氏
や
安
達
氏
の
家
系

(

�)

を
考
慮
す
る
と
、
引
付
の
弱
体
化
に
結

び
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
時
期
に
引
付
の
訴
訟
以
外
の
機
能
が
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
付
の
機
能
は
拡
大
・
強
化
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
北
条
氏
一
門

(

特
に
年
少
者)

の
増
加
も
組
織
の
弱
体
化
よ
り
も
得
宗
家

の
権
力
集
中
の
側
面
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
時
頼
は
自

分
を
中
心
に
再
編
さ
れ
た
評
定
衆
と
、
北
条
氏
一
門
と
側
近
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

引
付
を
重
層
的
に
組
織
し
て
新
た
な
権
力
基
盤
を
完
成
し
た
。
即
ち
、
泰
時
以
来
の

執
権
の
権
力
基
盤
の
外
延
を
広
げ
、
北
条
氏
一
門
と
側
近
が
幕
府
の
中
枢
組
織
に
編

成
さ
れ
て
執
権
を
支
え
る
体
制
を
、
時
頼
は
創
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
体

制
が
安
定
化
し
て
い
く
に
つ
れ
て
北
条
氏
一
門
の
登
用
が
増
え
る
結
果
と
な
り
、
そ

れ
が
さ
ら
に
得
宗
家
へ
の
権
力
集
中
を
加
速
化
し
た
だ
ろ
う

(

�)

。
し
か
し
、
そ
の
過
程

で
執
権
の
権
力
基
盤
は
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
、
得
宗
の
権
力
の
形
成
・
維
持
に
重

要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
実
態
を

『

永
仁
三
年
記』

の
引
付
評
定
関
係
記
事
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

引
付
評
定
は
引
付
勘
録
事
書
が
上
程
さ
れ
て
の
評
定
の
こ
と
で
、『

永
仁
三
年
記』

に
よ
る
と
、
九
ヵ
月
の
間
に
四
六
回

(

臨
時
評
定
が
三
回)

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

開
催
日
も
定
例
化
の
傾
向
も
見
せ
て
い
る
。
引
付
評
定
の
開
催
日
の
定
例
化
に
つ
い

て
、
近
藤
成
一
氏
は
、
裁
許
状
の
日
付
が
裁
許
の
確
定
さ
れ
た
評
定
の
日
付
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
上
、
関
東
裁
許
状
の
日
付
の
分
布
を
検
討
し
、
永
仁
三
年

(

一
二

九
五)

の
引
付
評
定
の
開
催
日
が
永
仁
二
年
か
ら
正
慶
元
年

(

一
三
三
二)

ま
で
変

更
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。

と
い
う
こ
と
は
、
裁
許
状
は
引
付
評
定
を
経
て
発
給
さ
れ
る
の
で
、
引
付
評
定
が

東京大学史料編纂所研究紀要 第22号 2012年３月 ( )28

表２ 弘安７年 (1284) の引付衆

引付衆 父の経歴 以後の経歴

北
条
氏

北条政長 弘安１(29) 政村：評定衆・連署・執権 評定衆・五番引付頭人｡

北条宗房 弘安１ 時隆

極楽寺忠時 弘安４(33) 重時：連署 弘安７年10月､ 没｡

吏

僚

系

二階堂行宗 弘安１(33) 行忠：引付衆・評定衆・政所執事 弘安９年４月､ 没｡

二階堂行景 建治１(34) 行氏：引付衆 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

二階堂行頼 弘安６ 行義：評定衆

二階堂行藤 弘安５(37) 行有：引付衆・評定衆 政所執事・評定衆・寄合衆・引付

頭人｡

長井宗秀 弘安５(18) 時秀：引付衆・評定衆 執奏・評定衆・寄合衆・引付頭人｡

町野宗康 弘安６ 康持：問注所執事・評定衆・引付衆 六波羅評定衆｡

外
様
御
家
人
系

武藤景泰 文永８ 景頼：引付衆・評定衆 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

佐々木宗綱 弘安４(34) 氏信：引付衆・評定衆 評定衆｡

安達長景 弘安１ 義景：評定衆・引付頭人｡ 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

安達時景 弘安５ 義景：評定衆・引付頭人｡ 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

大曾�宗長 弘安６ 長経：引付衆 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

大曾�義泰 弘安７ 長泰：引付衆 弘安８年､ 霜月騒動で没｡

(1) ( ) の内は補任時の年齢｡

(2) 年齢及び経歴は主に 『関東評定衆伝』・『尊卑分脈』・『鎌倉年代記』・『武家年代記』・『永仁三年記』 などに拠る｡
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定
例
化
し
て
鎌
倉
末
期
ま
で
依
然
と
し
て
機
能
し
な
が
ら
、
幕
府
の
統
治
権
の
核
心

的
な
部
分
で
あ
る
裁
判
権
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
引

付
評
定
の
前
提
条
件
で
あ
る
引
付
制
も
当
然
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
鎌
倉
末
期
ま
で
機
能

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

(

�)

。

三
章

『
吾
妻
鏡』

か
ら
見
た
引
付
の
訴
訟
外
機
能

引
付
の
訴
訟
以
外
の
活
動
に
関
す
る
事
例
を

『

吾
妻
鏡』

か
ら
見
出
す
の
は
非
常

に
難
し
い
作
業
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
単
に
奉
行
と
記
さ
れ
た
だ
け
で
、
具
体
的

に
い
か
な
る
立
場
で
命
令
を
受
け
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
場
合
が
多
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人
が
複
数
の
役
職
に
就
い
て
様
々
な
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た

当
時
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
さ
ら
に
判
断
は
難
し
く
な
る
。

そ
こ
で
、
追
加
法
を
検
討
し
て
見
出
し
た
結
果
を
手
掛
か
り
と
し
て

『

吾
妻
鏡』

の
史
料
を
検
討
し
た
い
。
二
章
で
見
出
し
た
判
断
基
準
は
、
①
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し

て
活
動
、
②
寺
社
関
係
政
策
、
③
評
定
の
機
能
を
分
担
、
の
三
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、

引
付
方
の
構
成
員
の
結
束
が
強
く
な
り
、
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て

活
動
す
る
の
は
鎌
倉
後
期
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
別
々
の
引
付
方
に
属
し

て
い
た
と
し
て
も
、
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
、
ま
た
は
引
付
衆
同
士
や
引
付
衆
・

奉
行
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
活
動
し
た
場
合
に
も
検
討
の
対
象
に
し
た
い
。

ま
ず
、
寺
社
関
係
か
ら
検
討
し
て
い
こ
う
。
鎌
倉
後
期
に
は
各
々
の
引
付
方
が
寺

社
を
分
担
し
て
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
引
付
設
置
以
前
に
は
寺
社
が
ど
の
よ

う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
次
の
史
料
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

①
二
日
戊
午
、
御
願
寺
社
被
レ
定
二-

置
奉
行
人
一
訖
、
而
今
日
重
有
二
其
沙
汰
一
、

被
レ
加
二
人
数
一
、

鶴
岡
八
幡
宮
上
下

大
庭
平
太
景
能

藤
九
郎
盛
長

右
京
進
季
時

図
書
允
清
定

勝
長
寿
院

因
幡
前
司
広
元

梶
原
平
三
景
時

前
右
京
進
仲
業

豊
前
介
実
景

永
福
寺

三
浦
介
義
澄

畠
山
次
郎
重
忠

義
勝
房
成
尋

(

後
略)

こ
の
史
料
は
建
久
五
年

(

一
一
九
四)

一
二
月
二
日
条
で
、
御
願
寺
社
に
三
・
四

人
の
奉
行
人
を
定
置
し
て
そ
の
管
理
を
任
せ
て
い
る
。
奉
行
人
と
し
て
選
ば
れ
た
も

の
は
、
当
時
幕
政
の
中
心
に
い
た
人
々
で
、
有
力
御
家
人
と
吏
僚
と
が
一
つ
の
チ
ー

ム
を
構
成
し
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
で
は
、
引
付
設
置
以
後
の
事
例
に
つ
い
て

検
討
し
よ
う
。

②
一
日
丙
寅
、
鶴
岡
上
宮
破
損
修
理
事
、
有
二
其
沙
汰
一
、
召
二
宮
寺
番
匠
等
一
、

重
々
所
レ
被
二
定
仰
一
也
、
筑
前
々
司
、
清
左
衛
門
尉
、
深
沢
山
城
前
司
等
為
二

奉
行
一
、

こ
の
史
料
は
建
長
二
年

(

一
二
五
〇)

五
月
一
日
条
で
、
鶴
岡
上
宮
の
破
損
修
理

を

｢

筑
前
々
司

(

二
階
堂
行
泰)｣

・｢

清
左
衛
門
尉

(

清
原
満
定)｣

・｢

深
沢
山
城
前

司

(

俊
平)｣

な
ど
が
奉
行
す
る
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
、
鶴
岡
上
宮
の
破
損
修
理
の

事
案
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
追
加
法
五
四
六
条

(

史
料
�)

で
は
三
番
引

付
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
三
人
は
い
か
な
る
立
場
で
あ
っ
た
の

か
。ま

ず
、
行
泰
は
建
長
元
年
に
引
付
衆
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『

吾
妻
鏡』

は
建
長
元
年
条
の
記
事
を
欠
い
て
お
り
、
同
二
年
に
は
結
番
記
事
が
な
い
の
で
、
満

定
・
俊
平
の
二
人
が
い
つ
か
ら
引
付
方
に
編
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、

満
定
は
す
で
に
評
定
衆
の
地
位
に
い
た
の
で
、
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
設
置
直

後
か
ら
引
付
方
に
編
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、『

吾
妻
鏡』

の
結
番
記

事
を
見
る
と
、
満
定
は
評
定
衆
と
し
て
す
べ
て
の
結
番
に
登
場
し
て
い
る
。
な
お
、

俊
平
も
奉
行
人
と
し
て
す
べ
て
の
結
番
に
登
場
し
て
い
る
の
で
、
二
人
が
こ
の
段
階

で
す
で
に
引
付
に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
人
は

引
付
の
構
成
員
の
立
場
か
ら
鶴
岡
上
宮
の
破
損
修
理
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)29
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考
え
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
三
人
が
同
じ
引
付
方
に
編
成
さ

れ
て
い
た
か
否
か
で
あ
ろ
う

(

�)

。
し
か
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
引
付
方
の
構
成
員
の

結
束
が
強
く
な
り
、
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
の
は
鎌
倉

後
期
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
何
番
引
付
の
管
轄
と
い
う
の
は
重
要
な
問
題
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
活
動
し
た
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
か
ら
な
る
引
付

と
い
う
人
材
プ
ー
ル
の
中
で
、
適
任
の
人
々
を
選
ん
で
一
種
の
特
別
チ
ー
ム
を
構
成

し
て
業
務
を
担
当
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③

(

前
略)

亦
勝
長
寿
院
可
レ
有
二
造
営
一
之
由
、
同
被
レ
仰
二
大
行
事
縫
殿
頭
師

連
、
壱
岐
前
司
基
政
、
備
後
前
司
康
持
等
一

也
、
又
被
レ

定
二

造
営
雑
掌
一

、

本
堂
二一
号

勝
長
寿

院

是
也
、

最
明
寺
禅
室
御
沙
汰
、
弥
勒
堂
前
武
州
、
五
仏
堂
奥
州
禅
門
、

三
重
塔
相
州
、

こ
の
史
料
は
正
嘉
元
年

(

一
二
五
七)

八
月
二
五
日
条
で
、
勝
長
寿
院
の
造
営
を

決
め
て
そ
の
監
督
を

｢

縫
殿
頭

(

中
原)

師
連｣

・｢

壱
岐
前
司

(
後
藤)

基
政｣

・

｢

備
後
前
司

(

町
野)

康
持｣

な
ど
に
命
じ
て
い
る
。
勝
長
寿
院
は
源
頼
朝
が
父
義

朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
立
し
た
寺
で
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
前
年
の
一
二
月
に
火
災
で
勝
長
寿
院
・
弥
勒
堂
・
五
仏
堂
が
焼
失
さ

れ
た
の
で

(

�)

、
勝
長
寿
院
の
造
営
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
師
連
・
基
政
・
康
持
は
三
人
と
も
に
引
付
衆
で
あ
る
。
こ
の
三
人
が

同
じ
引
付
方
に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
が

(

�)

、
引
付
衆
同
士
が
一
つ
の
チ
ー

ム
を
構
成
し
て
寺
の
造
営
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
史

料
②
の
よ
う
に
引
付
か
ら
適
任
者
を
選
ん
で
業
務
を
担
当
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

以
上
で
検
討
し
た
結
果
を
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
鎌
倉
初
期
に
重
要

な
寺
社
ご
と
に
複
数
の
奉
行
人
を
選
定
し
て
管
理
さ
せ
た
先
例
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

幕
府
の
組
織
に
よ
る
体
系
的
な
管
理
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
制
度
と
し
て
は
成

立
せ
ず
、
問
題
が
生
じ
る
た
び
に
担
当
奉
行
を
選
ん
で
解
決
し
た
。
引
付
設
置
以
後

に
は
引
付
の
組
織
も
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
引
付
と
い
う
人
材
プ
ー

ル
の
中
で
適
任
者
を
選
ん
で
業
務
を
担
当
さ
せ
る
方
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
引
付

が
安
定
す
る
に
つ
れ
て
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
り
、
各
々
の
引
付
方
が
寺
社
を
分
担
し
て
管
轄
す
る
制
度
が
成
立
し
、
追
加
法
五

四
六

(

史
料
�)

・
五
七
〇
条

(

史
料
�)

と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
。

次
に
供
料
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

④
廿
五
日
丁
丑
、
天
晴
、
諸
寺
仏
供
灯
油
等
、
追
レ
日
及
二
陵
廃
一
由
、
住
持
訴
二-

申
之
一
、
仍
今
日
有
二
其
沙
汰
一
、
被
レ
下
二
御
教
書
一
云
々
、
其
状
云
、

諸
堂
寺
用
供
米
事

右
、
陵
遅
無
沙
汰
之
間
、
有
二
其
訴
一
、
就
レ
中
大
慈
寺
者
、
右
大
臣
家
建
立
、

異
二

于
他
一

之
間
、
可
レ

専
二

御
仏
事
一

之
処
、
雑
掌
等
存
二

疎
略
一

、
致
二

緩

怠
一
之
儀
、
尤
以
不
便
、
早
尋
二-

明
子
細
一
、
可
レ
被
二
申
沙
汰
一
之
状
、
依
レ

仰
執
達
如
レ
件
、

建
長
四
年
六
月
廿
五
日

相
模
守

陸
奥
守

秋
田
城
介
殿

こ
の
史
料
は
建
長
四
年

(

一
二
五
二)

六
月
二
五
日
条
で
、
諸
寺
の
仏
供
・
燈
油

な
ど
の
遅
滞
を
住
持
が
訴
え
た
の
で
、
雑
掌
が
供
米
の
支
給
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
、

御
教
書
を
下
し
て
解
決
す
る
こ
と
を
命
令
す
る
内
容
で
、
具
体
的
な
例
と
し
て
大
慈

寺
を
あ
げ
て
い
る
。
大
慈
寺
は
源
実
朝
の
建
立
し
た
寺
で
、
鎌
倉
幕
府
か
ら
手
厚
く

保
護
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
追
加
法
五
七
〇
条

(

史
料
�)

で
は
、
三
番
引
付
が
大

慈
寺
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
史
料
で
問
題
に
な
る
の
は
、
御
教
書
の
宛
所
の

｢

秋
田
城
介

(

安
達
義
景)｣

が
い
か
な
る
立
場
で
あ
っ
た
の
か
だ
ろ
う
。『

関
東
評
定
衆
伝』

建
長
四
年
条
と
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『
吾
妻
鏡』

同
四
月
三
〇
日
条
の
結
番
記
事
に
よ
れ
ば
、
義
景
は
五
番
引
付
の
頭
人

で
あ
っ
た
の
で
、
五
番
引
付
の
頭
人
と
し
て
命
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
評
定

衆
の
寺
社
奉
行
と
し
て
命
じ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
だ
け

で
は
判
断
で
き
な
い
の
で
、
次
の
史
料
を
検
討
し
た
上
で
、
義
景
の
立
場
を
確
か
め

よ
う
。

⑤
廿
九
日
辛
酉
、
天
霽
、
関
東
御
分
寺
社
、
殊
可
レ

興
二-

行
仏
神
事
一

之
由
、

日
来
有
二
其
沙
汰
一
、
今
日
被
レ
始
二-

行
之
一
、(

中
略)

一

可
レ
令
二
如
法
勤
行
一
諸
堂
年
中
行
事
等
事

右
、
諸
堂
之
勤
、
恒
例
有
レ

限
、
而
供
僧
等
、
纔
有
二

勤
修
之
名
一

、
更
無
下

抽
二

誠
信
一

之
志
上

、
被
レ

補
二

其
職
一

之
跡
、
雖
レ

有
二

法
器
之
清
撰
一

、
被
レ

補
二

其
職
一

之
後
、
多
用
二

浅
臈
之
代
官
一

、
以
二

枉
弱
之
手
代
一

、
勤
二

厳
重

之
御
願
一

、
太
不
レ

可
レ

然
、
禁
忌
再

[

并]

現
所
労
之
外
、
用
二

代
官
一

事
、
一
切

可
二

停
止
一

、
兼
又
供
料
不
法
未
下
相
積
之
由
、
諸
堂
有
二

訴
訟
一

、
云
二

雑

掌
一
、
云
二
寺
務
一
、
之

[

乍]

レ
知
二-

行
有
レ
限
之
役
所
一
、
何
可
レ
遁
二-

避
応
輸
之

済
物
一

哉
、
而
於
二

引
付
一

、
雖
レ

有
二

其
沙
汰
一

、
猶
以
不
二

事
行
一

歟
、
殊

可
レ
有
二
厳
重
沙
汰
一
之
由
、
重
面
々
可
レ
被
レ
仰
二
引
付
一
、
此
上
有
二
不
法
雑

掌
一
者
、
随
二
奉
行
人
注
申
一
、
可
レ
被
レ
改
二-

易
其
職
一
矣
、(

後
略)

こ
の
史
料
は
弘
長
元
年

(

一
二
六
一)

二
月
二
九
日
条
で
、
関
東
寺
社
の
興
行
策

の
一
条
文
で
あ
る
。
こ
の
条
文
は
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
の
部
分
は

諸
堂
の
供
僧
が
代
官
を
用
い
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
後
の
部
分
は
、
供
料
の
不

法
に
つ
い
て
引
付
が
厳
し
く
沙
汰
し
た
上
、
不
法
の
雑
掌
は
引
付
奉
行
人
の
注
進
に

よ
っ
て
改
易
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
こ
の
史
料
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
点
は
、
供

料
の
不
法
に
関
す
る
訴
訟
を
厳
し
く
行
う
よ
う
に
引
付
に
命
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

が
、｢

於
二
引
付
一
、
雖
レ
有
二
其
沙
汰
一
、
猶
以
不
二
事
行
一
歟
、｣

と
い
う
文
言
を
見

る
と
、
以
前
か
ら
す
で
に
供
料
の
不
法
に
関
す
る
訴
訟
を
引
付
が
担
当
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
史
料
は
弘
長
元
年
二
月
に
発
布
さ
れ
た
関
東
新
制
の
一
条
文

(

追
加
法
三
四
四
条)

で
あ
る
。
関
東
新
制
の
中
に
は
年
号
や
奉
行
人
・
機
関
な
ど

を
記
し
た
傍
書
の
あ
る
条
文
が
あ
る
。
追
加
法
三
四
四
条
に
も
、
他
の
傍
書
と
形
式

は
違
う
が
、
事
書
の
下
に

｢

奉
行
人
行
一｣

と
付
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
書
の
年
号
に

つ
い
て
佐
藤
進
一
氏
は
、｢

同
一
の
規
定
が
他
の
時
期
に
も
発
布
せ
ら
れ
た
こ
と
を

示
す
も
の｣

(

�)

と
指
摘
し
て
お
り
、
佐
々
木
文
昭
氏
は
、
傍
書
に
記
さ
れ
た
年
次
と
追

加
法
と
の
関
連
を
検
討
し
、｢

新
制
の
発
布
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
の
準
備
が
行
わ

れ
た
年
次
を
示
し
て
い
る｣

(

�)

も
の
と
推
論
し
て
い
る
。
で
は
、
奉
行
人
だ
け
が
記
さ

れ
て
い
る
追
加
法
三
四
四
条
は
い
つ
発
布
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
傍
書
に
年
号
が
な
い

こ
と
や
、
関
連
法
令
を
史
料
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、『

吾
妻
鏡』

の
記
事
の
と
お
り
、
二
月
二
九
日
に
発
布
・
施
行
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
が
明
言
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
追
加
法
三
四
四
条
の
発
布
以

前
か
ら
す
で
に
供
料
の
不
法
に
関
す
る
訴
訟
を
引
付
が
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、｢

奉
行
人
行
一｣

は
い
か
な
る
立
場
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
か
。
佐
藤
氏
は

｢

人
名
、
役
所
名
は
そ
の
時
々
に
お
け
る
そ
の
条
項
担
当
の

奉
行
人
乃
至
奉
行
機
関
を
示
す
も
の｣

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
法
令
の
制

定
を
担
当
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
施
行
を
担
当
し
て
い
た
の
か
は
定
か
で

は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
岡
邦
信
氏
は
関
東
新
制
の
追
加
法
三
四
〇
・
三
四
一
・
三
四

二
・
三
四
三
条
な
ど
か
ら
奉
行
人
・
機
関
が
施
行
を
担
当
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
お

り
、
な
お
、
施
行
を
担
当
す
る
機
関
と
立
案
を
命
じ
ら
れ
た
機
関
・
個
人
と
は
密
接

に
関
連
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る

(

	)

。
岡
氏
の
説
に
従
え
ば
、
行
一
が
追
加

法
三
四
四
条
の
施
行
を
担
当
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
引
付
と
密
接

に
関
連
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
行
一
は
二
階
堂
行
忠
で
、
正
嘉
元
年

(

一
二
五
七)

に
引
付
衆
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
行
一
は
引
付
衆

と
し
て
追
加
法
三
四
四
条
の
制
定
、
あ
る
い
は
、
施
行
を
担
当
し
た
こ
と
に
な
る
だ

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)31
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ろ
う
。

以
上
で
、
供
料
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
も
引
付
の
機
能
が
反

映
さ
れ
て
法
制
化
に
至
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
上
述
し
た
と
お
り
、
諸
堂
の
供
料

問
題
は
す
で
に
引
付
が
担
当
し
て
い
た
。
そ
れ
が
追
加
法
三
四
四
条
を
経
て
、
追
加

法
四
二
一
条
で
よ
り
具
体
的
に

｢

鎌
倉
中
諸
堂｣

と
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
史
料
④
も
供
米
に
関
す
る
問
題
な
の
で
、
義
景
は
五
番
引
付
の
頭
人
と

し
て
命
令
を
受
け
た
と
見
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

次
に
評
定
の
機
能
を
分
担
し
て
い
た
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

⑥
廿
二
日
乙
卯
、
於
二
鶴
岡
宮
寺
一
、
被
レ
行
二
最
勝
王
経
御
読
経
一
、
入
レ
夜
始
二-

行
属
星
祭
一
、
権
暦
博
士
定
昌
朝
臣
奉
仕
、
是
皆
為
二
祈
雨
一
也
、
佐
渡
前
司

基
綱
、
兵
庫
頭
定
員
等
為
二
奉
行
一
、

⑦
二
日
辛
未
、
炎
旱
之
間
祈
雨
事
、
被
レ
仰
二
鶴
岡
供
僧
等
一
、
出
羽
前
司
奉
二-

行
之
一
、
信
濃
民
部
大
夫
入
道
奉
行
、
自
二
政
所
一
供
米
十
石
下
行
、
又
於
二
御

所
一
、
始
二-

行
七
ケ
日
不
断
不
動
御
念
誦
一
、
衆
僧
廿
口
、
供
米
各
一
石
云
々
、

政
所
沙
汰
也
、

史
料
⑥
・
⑦
は
引
付
設
置
以
前
の
祈
雨
祈
祷
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
⑥
は

延
応
二
年

(

一
二
四
〇)

六
月
二
二
日
条
で
、｢

壱
岐
前
司

(

後
藤)
基
綱｣

と
｢

兵
庫
頭

(

藤
原)

定
員｣

が
奉
行
を
担
当
し
て
い
る
。
両
人
と
も
将
軍
頼
経
の
側

近
と
し
て
後
の
御
所
奉
行
に
該
当
す
る
立
場

(｢

蔵
人
頭｣

的
存
在

(

�))

で
、
定
員
は

幕
府
内
で
の
肩
書
き
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
基
綱
は
評
定
衆
で
あ
っ
た
。
史
料

⑦
は
寛
元
二
年

(

一
二
四
四)

六
月
二
日
条
で
、｢

出
羽
前
司

(

二
階
堂
行
義)｣

が

祈
雨
祈
祷
の
奉
行
を
担
当
し
て
お
り
、｢

信
濃
民
部
大
夫
入
道

(

二
階
堂
行
盛)｣

は

政
所
か
ら
供
米
十
石
を
下
行
し
て
い
る
。
両
人
と
も
評
定
衆
で
あ
っ
た
が
、
行
義
は

評
定
衆
と
し
て
祈
雨
祈
祷
の
奉
行
を
担
当
し
、
行
盛
は
政
所
執
事
の
立
場
で
そ
の
費

用
を
出
し
て
い
る
。
少
な
い
事
例
で
は
あ
る
が
、
評
定
衆
が
祈
雨
祈
祷
の
奉
行
を
担

当
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
次
に
引
付
設
置
以
後
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。

⑧
六
日
戊
子
、
去
月
廿
三
日
甘
雨
以
後
、
炎
旱
又
及
二

数
日
一

、
仍
祈
雨
事
、

被
レ
仰
二
勝
長
寿
院
、
永
福
寺
、
明
王
院
等
一
、
行
方
、
景
頼
奉
二-

行
之
一
云
々
、

⑨
十
日
壬
辰
、
天
晴
、
自
二
初
夜
一
、
甚
雨
如
レ
沃
、
近
国
旱
魃
之
間
、
青
苗
悉

黄
枯
、
民
庶
莫
レ
不
レ
愁
レ
之
、
仍
今
日
為
二
秋
田
城
介
奉
行
一
、
重
可
レ
抽
二
丹

祈
一
之
旨
、
被
レ
仰
二
鶴
岡
別
当
法
印
隆
弁
一
、
即
申
二
領
状
一
、
於
二
当
宮
八
幡

宝
前
一

、
修
二

諸
神
供
一

、
有
二

管
絃
等
一

、
又
於
二

瑞
籬
之
内
一

、
手
自
被
レ

講
二
最
勝
王
経
一
、
其
後
無
レ
程
降
雨
云
々
、

史
料
⑧
は
建
長
四
年

(

一
二
五
二)

七
月
六
日
条
で
、
勝
長
寿
院
・
永
福
寺
・
明

王
院
な
ど
で
祈
雨
祈
祷
を
行
う
こ
と
を
二
階
堂
行
方
と
武
藤
景
頼
が
奉
行
し
て
い
る
。

行
方
と
景
頼
は
引
付
設
置
時
と
も
に
引
付
衆
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
同
四
月
三
〇
日

の
引
付
結
番
で
、
両
人
と
も
四
番
引
付
に
所
属
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
事
案
は
四
番

引
付
が
担
当
す
る
形
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
た
ま
た
ま
の
こ
と
で
、

ま
だ
こ
の
段
階
で
は
一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
た
と
は
考
え

難
い
。

史
料
⑨
は
同
七
月
一
〇
日
条
で
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
祈
雨
祈
祷
の
奉
行
を

｢

秋
田

城
介

(

安
達
義
景)｣

が
担
当
し
た
内
容
で
あ
る
。『

関
東
評
定
衆
伝』

建
長
四
年
条

に
よ
れ
ば
、
義
景
は
五
番
引
付
頭
人
で
あ
っ
た
が
、
引
付
頭
人
と
し
て
祈
雨
祈
祷
の

奉
行
を
担
当
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
史
料
⑧
で
は
四
番
引
付
が
祈
雨

祈
祷
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
史
料
⑧
で
は
、
引
付
衆
が
評
定
衆
に
代
わ
っ
て
祈
雨
祈
祷
を
担
当
し
て

い
る
の
で
、
引
付
が
評
定
の
機
能
を
分
担
し
て
い
く
傾
向
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
見

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
追
加
法
五
七
八

(

史
料
�)

・
五
六
二
条

(

史
料
�)

に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
両
法
令
か
ら
は
、｢

引
付
↓
評
定

↓
寄
合｣

の
意
思
決
定
過
程
と
、｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

と
い
う
幕
府
組
織
の
重

層
的
な
構
造
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
が
突
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然
出
来
上
が
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
一
般
政
務
機
関
と
し
て
の
引
付
の
機
能

拡
大
と
い
う
歴
史
的
前
提
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
立
し
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
引
付
の
評
定
機
能
の
分
担
が
反
映
さ
れ
て
法
制
化
に
至
っ
た
も
の
で
、

史
料
⑧
は
そ
の
一
つ
の
証
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
次
の
史
料
を
通
じ
て
引
付
の
も
う
一
つ
の
役
割
を
確
認
し
た
い
。

⑩
五
日
壬
戌
、
武
蔵
国
務
条
々
事
、
并
西
海
諸
国
守
護
地
頭
沙
汰
之
事
等
、
有
二

評
定
一
、
是
皆
可
レ
救
二
窮
民
一
之
御
計
也
、
清
左
衛
門
尉
、
深
沢
山
城
前
司
等

為
二
奉
行
一
、

こ
の
史
料
は
建
長
三
年

(

一
二
五
一)
九
月
五
日
条
で
、
武
蔵
国
・
西
国
の
窮
民

救
済
策
に
つ
い
て
評
定
が
行
わ
れ
、｢

清
左
衛
門
尉

(

清
原
満
定)｣

・｢

深
沢
山
城
前

司

(

俊
平)｣

が
奉
行
を
担
当
し
た
内
容
で
あ
る
。
窮
民
の
負
担
を
減
ら
す
法
が
評

定
の
場
で
定
め
ら
れ

(

�)

、
そ
の
後
の
手
続
き
を
両
人
が
担
当
し
た
だ
ろ
う
。
で
は
、
両

人
は
ど
う
い
う
立
場
で
奉
行
を
担
当
し
て
い
た
の
か
。
恐
ら
く
満
定
は
評
定
衆
と
し

て
専
任
奉
行
を
担
当
し
、
俊
平
は
満
定
を
補
佐
す
る
役
割
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
俊
平
は
引
付
奉
行
人
で
あ
る
の
で
、
引
付
の
組
織
が
利
用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
即
ち
、
専
任
奉
行
で
あ
る
評
定
衆
を
補
佐
す
る
こ
と
も
引
付
の
も
う
一
つ
の

役
割
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
推
測
を
重
ね
て
き
た
が
、
本
章
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
簡
略
に
整
理
し

て
お
こ
う
。
引
付
は
設
置
直
後
か
ら
本
来
の
機
能
で
あ
る
御
家
人
訴
訟
以
外
の
分
野

ま
で
そ
の
機
能
が
拡
大
し
た
。
諸
堂
の
供
料
問
題
、
寺
社
の
担
当
奉
行
や
祈
雨
祈
祷

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
だ
ん
だ
ん
拡
大
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
初
期
に
は
引
付
組
織
か
ら
適
任
の
人
々
を
選
ん
で
一
種
の
特
別
チ
ー
ム
を
構

成
し
て
業
務
を
担
当
さ
せ
た
が
、
引
付
方
の
構
成
員
の
結
束
が
強
く
な
る
に
つ
れ
て

一
つ
の
引
付
方
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
事
案
を
専
任
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が

反
映
さ
れ
て
追
加
法
五
四
六

(

史
料
�)

・
五
七
〇
条

(

史
料
�)

で
明
文
化
さ
れ

る
。
な
お
、
追
加
法
五
七
八

(

史
料
�)

・
五
六
二
条

(

史
料
�)

も
引
付
の
評
定

機
能
の
分
担
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
追
加
法
に
よ
る
引
付
の
機
能
拡

大
と
い
う
よ
り
、
引
付
の
機
能
が
反
映
さ
れ
て
法
制
化
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ま
ず
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
結
果
を
簡
略
に
整
理
し
、
引
付
の
機
能
拡
大
の
政

治
的
意
義
と
執
権
政
治
の
構
造
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

時
頼
は
、
経
時
執
権
期
の

｢

訴
論
沙
汰
日
結
番
の
制
度｣

を
継
承
し
発
展
さ
せ
、

引
付
と
い
う
新
し
い
制
度
を
成
立
さ
せ
た
。
引
付
は
御
家
人
訴
訟
機
関
で
あ
っ
た
が
、

頭
人
以
下
評
定
衆
・
引
付
衆
・
奉
行
人
か
ら
な
る
組
織
構
成
は
一
般
政
務
機
関
と
し

て
も
適
し
た
も
の
で
、
設
置
直
後
か
ら
本
来
の
機
能
で
あ
る
御
家
人
訴
訟
以
外
の
分

野
ま
で
そ
の
機
能
が
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
弘
安
年
間
に
追
加

法
と
し
て
法
制
化
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
追
加
法
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
追
加
法
五
七
八

(

史
料
�)

・
五
六
二

条

(

史
料
�)

で
あ
る
。
こ
の
両
法
令
か
ら
は
、｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

の
意
思

決
定
過
程
と
、｢

引
付
↓
評
定
↓
寄
合｣

と
い
う
幕
府
組
織
の
重
層
的
な
構
造
が
成

立
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
こ
の
三
つ
の
機
関
が
幕
府
の
中

枢
組
織
で
あ
り
、
幕
政
の
中
心
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

構
造
は
引
付
を
設
置
し
た
時
頼
の
本
当
の
意
図
を
見
出
す
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
次
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

(

前
略)

又
依
レ
為
二
当
時
近
習
一
、
内
々
企
二
所
望
一
云
、
乍
レ
列
二
将
軍
家
御

家
人
一

、
偏
被
レ

定
二

号
於
文
士
一

之
間
、
並
二

于
武
者
一

之
日
、
於
レ

時
有
下

可
レ
逢
二
恥
辱
一
之
事
等
上
、(

後
略)

こ
の
史
料
は

『

吾
妻
鏡』

建
保
六
年

(

一
二
一
八)

一
二
月
二
六
日
条
で
、
実
朝

の
右
大
臣
拝
賀
の
儀
式
を
行
う
た
め
に
随
兵
を
選
ん
だ
際
、
二
階
堂
行
村
の
子
基
行

が
選
ば
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
訴
え
た
時
の
話
で
あ
る
。
同
じ
御
家
人
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
文
士
と
い
う
理
由
で
武
者
と
並
ぶ
と
恥
辱
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)33
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内
容
で
、
武
者
の
文
士
に
対
す
る
差
別
や
文
士
の
被
害
意
識
が
窺
え
る
。

こ
う
し
た
立
場
の
吏
僚
を
利
用
し
て
権
力
基
盤
と
し
た
の
が
泰
時
で
あ
る
。
泰
時

は
評
定
を
設
置
し
て
側
近
吏
僚
を
評
定
衆
と
し
て
重
用
し
、
執
権
の
権
力
基
盤
と
し

た
の
で
あ
る
。
若
年
の
時
頼
も
、
泰
時
の
よ
う
に
、
引
付
と
い
う
新
し
い
組
織
に
側

近
吏
僚
を
編
成
し
、
役
職
と
活
躍
の
場
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
へ
の
支
持

を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
引
付
に
編
成
さ
れ
た
の
は
吏
僚
だ
け

で
は
な
い
。
一
番
か
ら
三
番
引
付
頭
人
ま
で
を
北
条
氏
一
門
に
独
占
さ
せ
、
安
達
氏

の
よ
う
な
側
近
の
有
力
御
家
人
も
編
成
し
た
。
そ
し
て
、
訴
訟
以
外
の
分
野
ま
で
に

そ
の
機
能
を
拡
大
し
、
評
定
に
次
ぐ
中
枢
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
即

ち
、
時
頼
は
一
連
の
政
変
を
経
て
自
己
を
中
心
に
再
編
さ
れ
た
評
定
と
、
北
条
氏
一

門
と
側
近
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
引
付
を
重
層
的
に
組
織
し
、
泰
時
以
来
の
執
権
の

権
力
基
盤
の
外
延
を
広
げ
、
執
権
政
治
の
構
造
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
の
得
宗
へ
の
権
力
集
中
は
こ
う
し
た
執
権
政
治
の
構
造
を
基
盤
に
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
引
付
制
も
形
骸
化
す
る
こ
と
な
く
鎌
倉
末
期
ま
で
依
然
と

し
て
機
能
し
、
得
宗
権
力
の
形
成
・
維
持
に
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

。

そ
し
て
、
そ
れ
は

『

永
仁
三
年
記』

の
引
付
評
定
関
係
記
事
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

[

註]

(

�)

執
権
政
治
の
成
立
時
期
に
関
し
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
。
ま
ず
、
建
仁
三
年

(

一
二
〇
三)

の
北
条
時
政
の
政
所
別
当
就
任
を
そ
の
指
標
と
す
る
の
が
、
上
横
手
雅

敬

『

日
本
中
世
政
治
史
研
究』

(

塙
書
房
、
一
九
七
〇
年)

及
び

｢

鎌
倉
幕
府
と
公
家

政
権｣

(『

鎌
倉
時
代
政
治
史
研
究』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
は
一
九
七

五
年)

、
杉
橋
隆
夫

｢

鎌
倉
執
権
政
治
の
成
立
過
程｣

(『

御
家
人
制
の
研
究』

吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
一
年)

及
び

｢

執
権
・
連
署
制
の
起
源｣

(『

立
命
館
文
学』

四
二
四
・

四
二
五
・
四
二
六
、
一
九
八
〇
年)

な
ど
で
あ
る
。
和
田
合
戦
以
後
、
北
条
義
時
の

政
所
・
侍
所
別
当
職
兼
任
を
重
視
す
る
の
は
、
佐
藤
進
一

｢

鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制

化
に
つ
い
て｣

(『

日
本
中
世
史
論
集』

岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
は
一
九
五

五
年)

及
び

『

日
本
の
中
世
国
家』

(

岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年)

、
石
井
進

｢

鎌
倉

幕
府
論｣
(『

石
井
進
著
作
集

第
二
巻』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は
一
九

六
二
年)

、
岡
田
清
一

｢

執
権
制
の
確
立
と
建
保
合
戦｣

(『

中
世
日
本
の
諸
相』

下
、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年)

な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
北
条
泰
時
を
高
く
評
価
す

る
の
は
、
五
味
文
彦

｢

執
事
・
執
権
・
得
宗｣

(『

増
補
吾
妻
鏡
の
方
法』

吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
は
一
九
八
八
年)

、
仁
平
義
孝

｢

鎌
倉
前
期
幕
府
政
治
の
特

質｣
(『

古
文
書
研
究』

三
一
、
一
九
八
九
年)

な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

(

�)

義
時
の
没
後
、
義
時
の
地
位
を
泰
時
に
継
が
せ
て
泰
時
政
権
を
支
え
て
い
た
北
条

政
子
の
死
は
、
泰
時
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
に
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、

泰
時
は
政
子
の
代
わ
り
に
自
分
の
政
権
を
支
え
て
く
れ
る
評
定
を
設
置
し
、
そ
の
危

機
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。『

関
東
評
定
衆
伝』

嘉
禄
元
年
条
に

｢

七
月

十
一
日
二
位
家
薨
逝
、
年
六
十
九
、
以
後
被
レ
始
二
評
定
一｣

と
あ
る
よ
う
に
、
政
子
の

死
と
評
定
の
設
置
に
は
密
接
な
関
連
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(

�)

細
川
重
男
氏
と
本
郷
和
人
氏
は
、
外
戚
と
し
て
の
北
条
氏
の
立
場
を
見
直
し
、
義

時
は
源
頼
朝
の

｢

家
子
専
一｣

と
し
て
独
自
に
地
歩
を
築
い
た
と
指
摘
し
て
い
る

(｢

北
条
得
宗
家
成
立
試
論｣

『

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要』

一
一
、
二
〇
〇
一

年)

。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
も
、｢

尼
将
軍｣

政
子
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

(

�)

引
付
が
三
方
の
場
合
に
は
、
北
条
氏
が
一
番
か
ら
三
番
ま
で
の
引
付
頭
人
を
独
占

し
た
。
五
方
以
上
の
場
合
に
も
、
北
条
氏
が
三
番
ま
で
の
引
付
頭
人
を
独
占
し
、
残

り
の
引
付
方
の
頭
人
に
他
の
一
族
が
補
任
さ
れ
た
。
た
だ
、
文
永
元
年

(

一
二
六
四)

に
、
北
条
氏
一
門
以
外
で
は
は
じ
め
て
安
達
泰
盛
が
三
番
引
付
頭
人
に
補
任
さ
れ
、

同
三
年
引
付
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
三
番
引
付
頭
人
を
務
め
た
。

(

�)
北
条
氏
が
引
付
頭
人
を
独
占
す
る
こ
と
は
例
外
的
な
こ
と
で
、
例
え
ば
、
霜
月
騒

動
以
後
、
一
時
的
に
北
条
氏
が
五
番
引
付
頭
人
ま
で
独
占
し
て
い
る
。

(

�)

引
付
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
佐
藤
進
一
氏
の

『

鎌
倉
幕
府
訴
訟
制
度
の
研
究』

(

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
初
版
は
一
九
四
三
年)

を
参
照
。

(

	)
『

平
戸
記』
仁
治
三
年
五
月
一
三
日
条
。

(


)
『

平
戸
記』

仁
治
三
年
五
月
二
〇
日
条
。
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(
�)

『

平
戸
記』

仁
治
三
年
五
月
二
六
日
条
。
原
文
に
は

｢

康
綱｣

と
な
っ
て
い
る
が
、

野
口
実
氏

(｢

執
権
体
制
下
の
三
浦
氏｣

『

中
世
東
国
武
士
団
の
研
究』

高
科
書
店
、

一
九
九
四
年
、
三
二
九
頁
、
初
出
は
一
九
八
三
年)

と
佐
藤
進
一
氏

(

前
註

(

１)

『

日
本
の
中
世
国
家』

、
一
二
二
頁)

は
宇
都
宮
泰
綱
と
推
定
し
て
い
る
。

(

�)
『

平
戸
記』
仁
治
三
年
五
月
二
八
日
条
。

(

)
『

百
錬
抄』

仁
治
三
年
六
月
一
九
日
条
。

(

�)
『

百
錬
抄』

仁
治
三
年
七
月
一
〇
日
条
。

(

�)

岡
邦
信
氏
は

｢

引
付
制
成
立
前
史
小
考｣

(『

中
世
武
家
の
法
と
支
配』

信
山
社
、

二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
九
〇
年)

で
、
経
時
執
権
期
か
ら
引
付
制
の
成
立
に
至

る
ま
で
の
訴
訟
制
度
の
実
態
と
そ
の
政
治
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

寛
元
元
年
二
月
二
六
日
条
。

(

�)

佐
藤
進
一
前
註

(

６)

書
、
三
一
〜
三
二
頁
。

(

�)

経
時
の
政
治
的
成
長
を
示
す
一
つ
の
例
が

『
吾
妻
鏡』

寛
元
二
年
六
月
二
七
日
条

で
あ
る
。
泰
時
期
に
下
さ
れ
た
判
決
に
関
し
て
は
、
す
で
に
追
加
法
二
一
一
・
二
一

二
条
に
よ
っ
て
、
懸
物
押
書
が
な
け
れ
ば
越
訴
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
記
事
で
は
、
懸
物
状
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
泰
時
期
の
判
決
な
の
で

は
っ
き
り
と
し
た
理
由
が
な
け
れ
ば
再
審
で
き
な
い
と
、
有
間
の
訴
え
が
棄
却
さ
れ

て
い
る
。
即
ち
、
泰
時
期
の
判
決
に
対
す
る
不
易
化
が
、
さ
ら
に
進
展
し
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
越
訴
が
追
加
法
の
再
審
の
条
件
を
充
足
し
た
上
、
名
越
朝

時
よ
り
要
求
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
時
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
の
で
、

経
時
の
政
治
的
成
長
が
窺
え
る
。

(

�)

例
え
ば
、『

吾
妻
鏡』

寛
元
元
年
二
月
一
五
日
条
・
同
五
月
二
三
日
条
・
同
七
月

一
〇
日
条
・
同
二
年
六
月
二
七
日
条
・
同
三
年
五
月
三
日
条
。
こ
の
史
料
ら
は
裁
判

の
迅
速
化
と
公
平
さ
を
求
め
た
措
置
で
あ
る
。

(

�)

そ
の
一
例
と
し
て
、
訴
訟
制
度
の
改
革
の
前
日
に
御
家
人
の
任
官
を
制
限
し
、
成

功
額
を
改
正
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

(『

吾
妻
鏡』

寛
元
元
年
二
月
二
五
日
条
・
追

加
法
二
〇
四
条)

。

(

�)

経
時
も
頼
経
を
京
都
に
送
還
し
よ
う
と
し
た
が
、
失
敗
に
終
っ
た
。
結
局
、
頼
経

は
宮
騒
動
に
よ
っ
て
帰
洛
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

建
長
二
年
四
月
二
日
条
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

正
嘉
二
年
五
月
一
〇
日
条
・
同
一
四
日
条
。

(

�)

佐
藤
進
一
前
註

(

６)

書
、
三
一
頁
。

(

�)

細
川
重
男
氏
は
鎌
倉
後
期
に
は
幕
府
の
役
職
を
基
準
と
す
る
家
格
秩
序
が
形
成
さ

れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る

(『

鎌
倉
政
権
得
宗
専
制
論』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇

年)

。
し
か
し
、
表
１
で
評
定
衆
に
昇
任
し
て
い
る
北
条
氏
一
門
の
金
沢
・
名
越
家
、

吏
僚
系
の
二
階
堂
・
太
田
・
中
原

(

摂
津)

・
長
井
氏
と
外
様
御
家
人
系
の
安
達
氏

が
、
鎌
倉
末
期
ま
で
政
権
の
中
枢
に
存
在
し
な
が
ら
得
宗
家
を
支
え
て
い
た
こ
と
や
、

大
曾
�
氏
は
引
付
衆
の
家
系
に
固
定
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
す
で
に
こ
の
時

期
に
幕
府
の
役
職
を
基
準
と
す
る
家
格
秩
序
が
形
成
し
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
得
宗
へ
の
権
力
集
中
は

｢

引
付
↓
評
定｣

か
ら
な
る
執
権
の
権
力
基
盤

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

(

�)

例
え
ば
、『

鎌
倉
年
代
記』

に
よ
る
と
、
乾
元
元
年

(

一
三
〇
二)

九
月
一
一
日
に

八
方
に
改
編
さ
れ
た
引
付
は
、
嘉
元
二
年

(

一
三
〇
四)

七
方

(

九
月
二
五
日)

を

経
て
五
方

(

一
二
月
七
日)

に
戻
さ
れ
た
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

建
長
四
年
四
月
三
〇
日
条
・
同
五
年
一
二
月
二
二
日
条
・
同
六
年
一
二

月
一
日
条
の
結
番
を
比
較
す
れ
ば
、
死
亡
や

｢

新
加｣

な
ど
に
よ
る
変
動
は
あ
る
も

の
の
、
固
定
し
て
い
く
傾
向
が
確
認
で
き
る
。

(

�)

引
付
頭
人
に
引
付
衆
と
奉
行
人
を
管
理
・
監
督
す
る
責
任
を
負
わ
せ
た
の
も
影
響

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る

(

追
加
法
三
五
四
・
四
五
三
条)

。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

建
長
三
年
一
二
月
二
二
日
・
同
二
六
日
・
同
二
七
日
条
。

(

�)
『

武
家
年
代
記
裏
書』

建
長
三
年
一
二
月
二
七
日
条
。

(

 )
『

保
暦
間
記』

建
長
四
年
三
月
二
〇
日
条
、『

鎌
倉
年
代
記
裏
書』

同
三
年
一
二
月

二
七
日
条
、『

武
家
年
代
記
裏
書』

同
日
条
。

(
!)

『

吾
妻
鏡』

建
長
四
年
二
月
二
〇
日
・
同
三
月
二
一
日
・
同
四
月
一
日
条
。

(

")
た
だ
、
時
頼
の
側
近
だ
け
が
引
付
衆
に
補
任
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。『

関
東
評
定

衆
伝』
に
よ
る
と
、
宮
騒
動
に
よ
っ
て
評
定
衆
か
ら
解
任
さ
れ
た
後
藤
基
綱
・
町
野

康
持
が
建
長
四
年

(

一
二
五
二)

四
月
に
、
ま
た
、
狩
野
為
佐
が
同
五
年
に
そ
れ
ぞ

れ
引
付
衆
と
し
て
復
権
し
て
い
る
。
時
頼
の
側
近
で
は
な
い
三
人
が
新
し
い
将
軍
の

登
場
と
同
時
に
引
付
衆
と
し
て
補
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
個
人
的
な
関
係
で
は
な
く

構
造
的
に
将
軍
と
結
び
つ
い
た
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)35
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か
し
、
基
綱
の
場
合
、
子
基
政
と
孫
基
頼
が
引
付
衆
に
補
任
さ
れ
る
も
の
の
、
六
波

羅
に
転
出
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
六
波
羅
評
定
衆
、
六
波
羅
引
付
頭
人
・
六
波
羅
評
定
衆

を
務
め
て
お
り
、
他
の
子
孫
も
六
波
羅
評
定
衆
と
し
て
在
職
し
て
い
る
。
康
持
の
子

政
康
・
宗
康
も
引
付
衆
を
世
襲
す
る
が
、
同
様
に
六
波
羅
に
転
出
さ
れ
て
六
波
羅
評

定
衆
を
務
め
て
お
り
、
孫
貞
康
・
信
宗
も
六
波
羅
評
定
衆
で
あ
っ
た
。
な
お
、
為
佐

の
子
為
成
も
六
波
羅
引
付
衆
・
六
波
羅
評
定
衆
を
務
め
て
い
る
。
即
ち
、
基
綱
・
康

持
・
為
佐
の
一
族
は
六
波
羅
に
追
放
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。(

基
綱
・
康
持
・
為

佐
の
子
孫
の
六
波
羅
で
の
経
歴
は
、
森
幸
夫
氏
の

『

六
波
羅
探
題
の
研
究』

(

続
群
書

類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年)
及
び

『

尊
卑
分
脈』

に
拠
る)

。

(

�)

時
頼
の
出
家
と
赤
橋
長
時
の
執
権
職
就
任
は
こ
う
し
た
執
権
政
治
の
完
成
を
背
景

に
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(

�)

家
永
遵
嗣

｢｢

別
奉
行｣

制
の
源
流
と
引
付
方｣

(『

遥
か
な
る
中
世』

一
二
、
一
九

九
二
年)

。

(

�)

稲
葉
伸
道

｢

鎌
倉
幕
府
の
寺
社
政
策
に
関
す
る
覚
書｣

(『

名
古
屋
大
学
文
学
部
研

究
論
集』

史
学
四
五
、
一
九
九
九
年)

。

(

�)

家
永
遵
嗣
氏
は
、
鹿
島
社
前
大
�
宜
宛
弘
安
八
年
九
月
二
日
付
四
番
引
付
頭
人
金

沢
顕
時
奉
書

(『

茨
城
県
史
料

中
世
編
一』

三
二
二
号)

の
裁
許
が
早
く
も
弘
安
九

年
七
月
二
九
日
に
下
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

｢

既
有
二
沙
汰
一
之
分｣
の
一
例
と
し
て

あ
げ
て
い
る

(

家
永
遵
嗣
前
註

(

�)

論
文
、
一
九
頁
註

(

�))

。

(

�)

村
井
章
介

｢

安
達
泰
盛
の
政
治
的
立
場｣

(『

中
世
の
国
家
と
在
地
社
会』
校
倉
書

房
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
は
一
九
八
八
年)

、
一
七
七
頁
註

(

	)

。

(


)

な
お
、
村
井
氏
は
史
料
�(

追
加
法
五
六
二
条)

が
九
州
の
名
主
に
安
堵
の
下
文

を
賜
う
こ
と

(

追
加
法
五
一
四
条)

に
つ
い
て
詳
し
い
内
容
を
規
定
し
た
も
の
で
、

追
加
法
五
六
九
条
に
よ
っ
て
九
州
諸
国
の
守
護
に
施
行
さ
れ
た
と
も
指
摘
し
て
い
る

(

村
井
章
介
前
註

(

�)

論
文
、
一
七
一
〜
一
七
三
頁
・
一
六
九
頁)

。

(

�)

補
註
五
二
、
三
九
七
〜
三
九
八
頁
。

(

)

村
井
章
介
前
註

(

�)

論
文
、
一
七
六
〜
一
七
七
頁
註

(

�)

。

(

�)

七
海
雅
人

『

鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
の
展
開』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年)

、

四
二
〜
四
三
頁
、
六
三
頁
註

(

�)

。

(

�)

佐
藤
進
一
前
註

(

�)
｢

鎌
倉
幕
府
政
治
の
専
制
化
に
つ
い
て｣

、
七
九
〜
八
一
頁
。

(

�)

村
井
章
介

｢

執
権
政
治
の
変
質｣

(

前
註

(

�)

書
、
初
出
は
一
九
八
四
年)

、

一
五
三
〜
一
五
四
頁
。

(

�)

村
井
章
介
前
註

(

�)

論
文
、
一
五
三
頁
。

(

�)

吏
僚
の
場
合
、
年
齢
は
あ
ま
り
関
係
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
嘉
禄
元
年

(

一
二

二
五)

に
評
定
が
設
置
さ
れ
た
際
、
吏
僚
出
身
の
二
〇
・
三
〇
代
の
年
少
者
が
四
人

も
評
定
衆
に
補
任
さ
れ
て
い
る

(

斎
藤
長
定
・
太
田
康
連
・
矢
野
倫
重
・
佐
藤
業
時)

。

(

�)

行
頼
の
父
行
義
は
引
付
設
置
以
前
の
暦
仁
元
年

(

一
二
三
九)

に
す
で
に
評
定
衆

に
補
任
さ
れ
て
い
た
。

(

�)

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
曾
�
氏
は
引
付
衆
の
家
系
で
あ
る
。
な
お
、
安
達
長

景
・
時
景
の
場
合
は
、
父
義
景
だ
け
で
は
な
く
、
兄
泰
盛
も
長
ら
く
引
付
頭
人
を
務

め
て
い
た
の
で
、
引
付
衆
と
し
て
申
し
分
が
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

(

�)

勿
論
、
こ
う
し
た
体
制
が
成
立
し
た
と
し
て
も
そ
の
構
成
員
全
員
が
一
枚
岩
と
な
っ

て
得
宗
家
を
支
え
て
い
た
と
は
、
政
治
権
力
の
属
性
上
考
え
ら
れ
な
い
。
特
に
、
早

死
と
若
年
の
執
権
・
得
宗
の
登
場
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
得
宗
家
の
状
況
を
考
え
る

と
、
新
し
い
執
権
・
得
宗
が
前
任
者
の
よ
う
な
権
力
と
権
威
、
そ
し
て
心
服
を
求
め

る
の
は
無
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
執
権
・
得
宗
の
交
替
す
る
度
に
、
将
軍
の
交

替
、
政
治
権
力
を
巡
る
抗
争
の
勃
発
、
幕
府
組
織
の
混
乱
な
ど
が
繰
り
返
さ
れ
た
の

も
当
然
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

(

�)

近
藤
成
一

｢

鎌
倉
幕
府
裁
許
状
の
日
付｣

(『

鎌
倉
遺
文
研
究』

四
、
一
九
九
九
年)

。

(

�)
『

永
仁
三
年
記』

に
よ
れ
ば
、
定
例
の
評
定
で
あ
る
式
評
定
も
頻
繁
に
開
催
さ
れ
て

い
る

(

四
四
回)

。
ま
た
、
開
催
日
も
定
例
化
の
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、
そ
れ
は

『

建

治
三
年
記』

か
ら
も
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
式
評
定
の
あ
り
方
を
考
慮
す
る
と
、

引
付
評
定
の
よ
う
に
、
式
評
定
も
定
例
化
し
て
鎌
倉
末
期
ま
で
機
能
し
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』

建
長
三
年
六
月
五
日
条
の
結
番
記
事
で
は
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
六
番
・
三

番
・
一
番
引
付
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
六
月
二
〇
日
条
の
結
番
記
事
で
は
、

行
泰
と
満
定
が
一
番
に
、
俊
平
は
奉
行
人
と
し
て
二
番
引
付
に
属
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
『

吾
妻
鏡』
康
元
元
年
一
二
月
一
一
日
条
。

(

�)

師
連
は

『

吾
妻
鏡』

正
嘉
元
年
閏
三
月
二
日
条
の
結
番
記
事
で
一
番
引
付
に
編
成

さ
れ
た
が
、
康
持
は
こ
の
結
番
か
ら
抜
け
て
お
り
、
基
政
は
同
年
四
月
一
日
に
引
付
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衆
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で

(『

関
東
評
定
衆
伝』)

、
同
じ
引
付
方
に
編
成
さ
れ
て
い

た
と
は
考
え
難
い
。

(

�)

傍
書
に
つ
い
て
は
、『

中
世
法
制
史
料
集

第
一
巻

鎌
倉
幕
府
法』

補
註
三
七

(

三
九
一
〜
三
九
二
頁)

を
参
照
。

(

�)

佐
々
木
文
昭

｢｢

関
東
新
制｣

小
考｣

(『

中
世
公
武
新
制
の
研
究』

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
、
初
出
は
二
〇
〇
六
年)

一
九
九
頁
。

(

 )

岡
邦
信

｢

鎌
倉
幕
府
法
の
制
定
過
程
に
つ
い
て｣

(

前
註

(

!)

書
、
初
出
は
一
九

九
八
年)

、
一
八
一
〜
一
八
三
頁
。

(

")

青
山
幹
哉

｢

鎌
倉
幕
府
将
軍
権
力
試
論｣

(

大
石
直
正
・
柳
原
敏
昭
編

『

展
望
日
本

歴
史
９

中
世
社
会
の
成
立』

東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
は
一
九
八
三
年)

一
三
六
〜
一
三
七
頁
。

(

#)

こ
の
窮
民
救
済
策
の
具
体
的
な
内
容
が
確
認
で
き
る
史
料
は
な
い
が
、『

吾
妻
鏡』

天
福
元
年
七
月
九
日
条
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
内
容
は
、
窮
民
を
救
済
す
る

た
め
に
、
大
風
以
前
の
出
挙
の
利
率
を
減
少
す
る
法
が
定
め
ら
れ
、
畿
内
・
西
国
に

つ
い
て
は
六
波
羅
に
担
当
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(

$)

細
川
重
男
氏

(

前
註

(

%)

書
、『

鎌
倉
北
条
氏
の
神
話
と
歴
史』

日
本
史
史
料
研

究
会
、
二
〇
〇
七
年)

と
秋
山
哲
雄
氏

(『

北
条
氏
権
力
と
都
市
鎌
倉』

吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
、
細
川
重
男
・
秋
山
哲
雄

『

討
論

鎌
倉
末
期
政
治
史』
日
本
史
史
料

研
究
会
、
二
〇
〇
九
年)

は
、
佐
藤
進
一
氏
の

｢

得
宗
専
制｣

説
に
対
し
て
疑
問
を

示
し
て
い
る
。
筆
者
も
二
〇
〇
五
年
度
史
学
会
大
会
報
告

(｢

得
宗
専
制
期
に
お
け
る

評
定｣)

で
、
得
宗
専
制
期
に
お
け
る
評
定
の
あ
り
方
と
、
評
定
と
寄
合
と
の
力
関
係

を
再
検
討
し
、｢

得
宗
専
制｣

説
の
見
直
し
を
試
し
た
。

( ) 引付の訴訟外機能から見た執権政治の構造 (尹)37
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